
1●地域のひろば

特集：電源地域のサクセスストーリー

新 規 就 農 革 新

津　
南　
町　
は　
新　
潟　
県　
南　
端　
に　
位　
置　
す　

る　
人　
口　
約　
一　
万　
二　
千　
人　
の　
町　
で　
す　
。　

信　
濃　
川　
に　
志　
久　
見　
川　
・　
中　
津　
川　
・　
清　

津　
川　
が　
合　
流　
す　
る　
地　
点　
に　
あ　
り　
、　
見　

事　
な　
河　
岸　
段　
丘　
が　
広　
が　
っ　
て　
い　
ま　

す　
。　
町　
の　
基　
幹　
産　
業　
は　
、　
魚　
沼　
コ　
シ　

ヒ　
カ　
リ　
に　
代　
表　
さ　
れ　
る　
農　
業　
で　
す　
。　

冬
期
は
三

以
上
の
積
雪
が
珍
し

く　
な　
い　
豪　
雪　
地　
帯　
で　
、　
マ　
ウ　
ン　
テ　
ン　

パ　
ー　
ク　
津　
南　
を　
は　
じ　
め　
と　
す　
る　
ス　
キ　

ー　
場　
が　
に　
ぎ　
わ　
い　
ま　
す　
。　
信　
濃　
川　
流　

域　
に　
は　
数　
多　
く　
の　
発　
電　
所　
が　
建　
設　
さ　

れ　
、　
東　
京　
電　
力　
（　
株　
）　
最　
大　
の　
年　
間　

発　
電　
電　
力　
量　
を　
誇　
る　
信　
濃　
川　
水　
力　
発　

電
所
（
十
七
万
七
千

）
や
同

社　
の　
中　
津　
川　
第　
一　
水　
力　
発　
電　
所　
（　
十　

二
万
六
千

）
の
ほ
か
、
東
北

電　
力　
（　
株　
）　
宮　
野　
原　
水　
力　
発　
電　
所　

（　
二　
千　
五　
百　

）　な　
ど　
が　
あ　
っ　
て　
、　

首　
都　
圏　
を　
は　
じ　
め　
各　
地　
に　
送　
電　
さ　
れ　

て
い
ま
す
。

津　
南　
町　
で　
は　
昭　
和　
三　
十　
年　
代　
後　
半　

か　
ら　
国　
営　
農　
地　
開　
発　
事　
業　
に　
取　
り　
組　

み　
、　
昭　
和　
四　
十　
八　
年　
か　
ら　
農　
地　
の　
開　

拓　
や　
か　
ん　
が　
い　
施　
設　
の　
整　
備　
が　
進　
め　

ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　
当　
初　
は　
水　
田　
と　
な　
る　

計　
画　
で　
し　
た　
が　
、　
昭　
和　
四　
十　
四　
年　
に　

始　
ま　
っ　
た　
米　
の　
生　
産　
調　
整　
に　
伴　
う　
開　

田　
抑　
制　
策　
に　
よ　
っ　
て　
畑　
地　
に　
転　
換　
さ　

れ
ま
し
た
。

津　
南　
町　
は　
中　
山　
間　
地　
域　
で　
あ　
り　
な　

が　
ら　
、　
雄　
大　
な　
河　
岸　
段　
丘　
と　
い　
う　
地　

形　
上　
の　
特　
性　
に　
加　
え　
、　
開　
発　
事　
業　
の　

成　
果　
も　
あ　
っ　
て　
平　
地　
に　
近　
い　
大　
規　
模　

な　
農　
業　
経　
営　
が　
可　
能　
な　
た　
め　
、　
安　
定　

し　
た　
農　
業　
就　
業　
人　
口　
が　
確　
保　
さ　
れ　
て　

い　
ま　
す　
。　
全　
国　
ト　
ッ　
プ　
ク　
ラ　
ス　
の　
人　

気　
米　
を　
擁　
す　
る　
稲　
作　
は　
、　
出　
荷　
価　
格　

が　
高　
値　
で　
安　
定　
し　
、　
機　
械　
化　
も　
進　
ん　

で　
い　
る　
た　
め　
高　
齢　
農　
家　
も　
意　
欲　
的　
に　

続　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　
し　
か　
し　
、　
畑　
作　
は　

出　
荷　
価　
格　
が　
不　
安　
定　
で　
、　
重　
い　
作　
物　

を　
扱　
う　
上　
に　
手　
作　
業　
の　
割　
合　
も　
高　
い　

た　
め　
魅　
力　
に　
乏　
し　
く　
、　
貸　
し　
農　
地　
や　

耕　
作　
放　
棄　
地　
も　
目　
に　
つ　
き　
は　
じ　
め　
ま　

し
た
。

そ　
こ　
で　
、　
平　
成　
七　
年　
の　
財　
団　
法　
人　

津　
南　
町　
農　
業　
公　
社　
の　
設　
立　
を　
機　
に　
、　

町　
外　
か　
ら　
の　
新　
規　
就　
農　
者　
の　
受　
け　
入　

れ　
に　
取　
り　
組　
み　
、　
十　
年　
間　
で　
約　
二　
十　

名　
の　
就　
農　
・　
定　
住　
を　
実　
現　
し　
て　
い　
ま　

す　
。　
こ　
こ　
で　
は　
、　
充　
実　
し　
た　
生　
活　
支　

援　
制　
度　
や　
研　
修　
制　
度　
を　
通　
じ　
て　
、　
新　

し　
い　
畑　
作　
の　
担　
い　
手　
を　
生　
み　
出　
す　
津　

南　
町　
の　
新　
規　
就　
農　
者　
支　
援　
制　
度　
を　
取　

り
上
げ
ま
す
。

ワ　
ッ　

ト　

キ
ロ ワ　

ッ　
ト　

キ
ロ

ワ　
ッ　

ト　

キ
ロ

メ　
ー　

ト　
ル　

お問い合わせ先

津南町地域振興課
〒949-8292 

新潟県津南町大字下船渡戊585

TEL・FAX 0257-65-3111

河
岸
段
丘
に
広
が
る

広
大
な
優
良
農
地

将
来
の
畑
作
を
担
う

新
規
就
農
者
を
育
て
る

新潟県 津南町

N o.188

C   O   N   T   E   N   T   S

新潟県中越地震による災害のお見舞い

このたびの新潟県中越地震の被害を受けられ

た地域の皆様に、謹んでお見舞い申しあげます。

一日も早く復旧されますよう、心よりお祈り申

しあげます。
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特集：電源地域のサクセスストーリー

新規就農革新
新潟県 津南町

受け入れ機関の一元化で素人就農を支援

津南式新規就農者支援制度
不屈の精神力を持つ これが受け入れ資格

情熱を失わぬ新規就農者たち、それぞれの今
早河聖光さん
島田有介さん

岩本丈典さん

新しく農業をやってみたいという方々へ
■DATA PAL

津南町
FOCUS 政策制度

日本の原風景「棚田」を守る地方と都市の交流活動

棚田オーナー制度
交流から定住へ　棚田再生による地域おこし

大山千枚田オーナー制度
千葉県 鴨川市
ふるさとじまん

秋田県 八竜町　／千葉県 袖ケ浦市
福井県 あわら市／山口県 福栄村

情報クリップ

地域価値創造力
｢エネルギープラザ2004宮城・女川

お な が わ

町｣

「電気のふるさとじまん市 札幌」開催のお知らせ

「地域のひろば」は、電気のふるさとの“まちづくり”を応援する情報誌です。

表紙イラスト・相原健二
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新潟県 津南町 新規就農者支援制度

国　
営　
農　
地　
開　
発　
事　
業　
の　
お　
か　
げ　

で　
、　
津　
南　
町　
の　
畑　
地　
は　
一　
区　
画　
が　
一　

〜
三

と
広
く
、
全
域
に
か
ん
が

い　
施　
設　
が　
整　
備　
さ　
れ　
て　
い　
る　
た　
め　
、　

大　
規　
模　
な　
野　
菜　
栽　
培　
に　
は　
最　
適　
で　

す　
。　
そ　
れ　
で　
も　
津　
南　
町　
地　
域　
振　
興　
課　

の　
石　
橋　
さ　
ん　
は　
畑　
作　
の　
難　
し　
さ　
を　
次　

の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「　
稲　
作　
の　
場　
合　
、　
十　

あ　
た　
り　
の　
収　

量
は
七
百

で
、
機
械
化
も
進

ん　
で　
い　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
に　
対　
し　
畑　
作　
の　

場
合
は
、
同
じ
十

あ
た
り
で
ニ

ン
ジ
ン
で
三

、
加
工
ト
マ
ト
で

七
〜
八

も
の
収
量
が
あ
り
、
手

作　
業　
も　
多　
く　
残　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
高　
齢　

化　
し　
た　
農　
家　
が　
、　
作　
業　
の　
厳　
し　
い　
畑　

作
を
敬
遠
す
る
の
も
当
然
で
す
」

そ　
の　
う　
え　
、　コ　
シ　
ヒ　
カ　
リ　
人　
気　
の　
陰　

で　
、　
地　
元　
で　
畑　
作　
を　
続　
け　
よ　
う　
と　
い　

う　
人　
は　
必　
ず　
し　
も　
多　
く　
な　
い　
た　
め　
、　

平　
成　
七　
年　
の　
財　
団　
法　
人　
津　
南　
町　
農　
業　

公　
社　
の　
設　
立　
を　
機　
に　
、　
本　
格　
的　
に　
新　

規
就
農
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。　

「　
町　
が　
資　
金　
面　
、　
Ｊ　
Ａ　
が　
指　
導　
面　
を　

担　
う　
や　
り　
方　
で　
は　
、　
就　
農　
者　
本　
人　
の　

希　
望　
や　
農　
地　
の　
あ　
っ　
せ　
ん　
を　
う　
ま　
く　

連　
携　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　
そ　
の　
点　
、　
農　
業　

公　
社　
な　
ら　
農　
地　
の　
売　
買　
も　
可　
能　
で　
す　

し　
、　
資　
金　
面　
と　
指　
導　
面　
を　
一　
元　
化　
し　

た　
受　
け　
入　
れ　
が　
可　
能　
で　
す　
。　
私　
た　
ち　

は　
、　
住　
居　
の　
確　
保　
と　
農　
地　
の　
あ　
っ　
せ　

ん　
は　
、　
新　
規　
就　
農　
者　
に　
対　
す　
る　
最　
低　

限　
の　
責　
任　
と　
考　
え　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
こ　

れ　
ら　
を　
自　
由　
に　
行　
え　
る　
の　
が　
公　
社　
の　

強
み
で
す
」

Ｊ　
Ａ　
や　
地　
元　
農　
家　
の　
協　
力　
も　
不　
可　

欠　
で　
す　
。　
Ｊ　
Ａ　
は　
技　
術　
指　
導　
や　
経　
営　

相　
談　
の　
ほ　
か　
、　
農　
業　
機　
械　
の　
リ　
ー　
ス　

や　
資　
金　
融　
資　
な　
ど　
、　
多　
く　
の　
重　
要　
な　

役　
割　
を　
果　
た　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
地　
元　
農　

家　
は　
、　
農　
作　
業　
の　
研　
修　
や　
指　
導　
だ　
け　

で　
な　
く　
、　
就　
農　
者　
の　
頼　
れ　
る　
相　
談　
相　

手
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

津　
南　
町　
の　
新　
規　
就　
農　
者　
に　
対　
す　
る　

支　
援　
制　
度　
の　
概　
要　
は　
次　
の　
と　
お　
り　
で　

す
（
次
ペ
ー
ジ
の
図
も
参
照
）。

農　
業　
収　
入　
で　
生　
活　
が　
可　
能　
に　
な　
る　

に　
は　
三　
年　
か　
ら　
五　
年　
は　
か　
か　
り　
ま　

す　
。　
こ　
の　
た　
め　
、　
研　
修　
中　
に　
は　
月　
十　
五　

万　
円　
の　
生　
活　
費　
を　
支　
給　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

就　
農　
時　
に　
は　
、　
ト　
ラ　
ク　
タ　
ー　
や　
堆　

肥　
散　
布　
機　
な　
ど　
の　
農　
業　
機　
械　
が　
必　
要　

で　
す　
。　
そ　
こ　
で　
、　
県　
六　
割　
、　
町　
二　
割　

の　
計　
八　
割　
と　
い　
う　
高　
率　
の　
購　
入　
資　
金　

補　
助　
を　
行　
い　
、　
残　
額　
は　
リ　
ー　
ス　
料　
と　

し　
て　
Ｊ　
Ａ　
に　
支　
払　
う　
形　
で　
、　
当　
初　
の　

自　
己　
負　
担　
を　
ほ　
ぼ　
ゼ　
ロ　
に　
抑　
え　
て　
い　

ま
す
。

新　
規　
就　
農　
者　
向　
け　
の　
町　
営　
住　
宅　（　
※　

）　

を　
二　
棟　
建　
設　
し　
、　
研　
修　
中　
は　
月　
一　
万　

円　（　
単　
身　
者　
用　
）　ま　
た　
は　
二　
万　
円　（　
家　

族　
用　
）　の　
低　
家　
賃　
で　
賃　
貸　
し　
て　
い　
ま　

す　
。　
現　
在　
は　
ほ　
ぼ　
満　
室　
で　
、　
他　
に　
も　

町　
内　
の　
空　
き　
家　
や　
貸　
家　
を　
あ　
っ　
せ　
ん　

し
、　
安
定
確
保
に
努
め　
て　
い　
ま
す　
。　

農　
業　
公　
社　
が　
保　
有　
す　
る　
農　
業　
機　
械　

を　
、　
就　
農　
準　
備　
期　
間　
中　
に　
貸　
し　
出　
し　

て　
い　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
野　
菜　
の　
パ　
ッ　
キ　

ン　
グ　
な　
ど　
に　
利　
用　
で　
き　
る　
作　
業　
場　

を　
、　
二　
棟　
九　
ブ　
ロ　
ッ　
ク　
（　
九　
名　
分　
）　

用
意
し
て
い
ま
す
。

ト
ン

ト
ン

ア　
ー　

ル　

グ　
ラ

ム　

キ
ロ

ア　
ー　

ル　

ヘ　
ク　

タ　
ー　
ル　

畑
作
の
担
い
手
を
求
め
て

受　
け　
入　
れ　
機
関　
の　
一
元
化　
で　
素
人
就
農
を　
支
援

津
南
式
新
規
就
農
者
支
援
制
度

津
南
町
の
新
規
就
農
者
支
援
制
度
の
特
徴
は
、　
農
業
公
社
を
中
心
と
す
る
一
元
的
な
育
成
制
度
に
あ
り
ま
す　
。　

受
け
入
れ
主
体
の
一
元
化
に
よ　
っ　
て
、　
住
宅
の
提
供　
・　
あ　
っ　
せ
ん
や
生
活
費　
・　
農
機
具
購
入
費
な
ど
の
補
助
に
加
え
、　

地
元
農
家
や
農
業
公
社
で
の
三
年
間
に
わ
た
る
農
業
研
修
な
ど
、　
充
実
し
た
制
度
を
実
現
さ
せ
た
の
で
す　
。　

そ
の
狙
い
は
、　
初
心
者
に　
、　
地
元
に
定
住
し
て
畑
作
を
続
け
て
も
ら
う
こ
と
。　

津
南
町
と
農
業
公
社
が
用
意
し
た
数
々
の
制
度
に　
つ　
い
て
、　
津
南
町
地
域
振
興
課　
・　
農
林
班
長
の
石
橋
雅
博
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。　

技
術　
・　
機
械　
・　
住
宅

す
べ　
て
を
支
援
す
る
津
南
方
式
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新規就農者を支える充実した資金援助制度

支　
援　
制　
度　
の　
充　
実　
を　
図　
り　
な　
が　

ら　
、　「　
新　
規　
就　
農　
者　
よ　
り　
も　
地　
元　
に　

お　
金　
を　
使　
っ　
て　
ほ　
し　
い　
」　
と　
い　
う　
声　

に　
も　
配　
慮　
し　
て　
、　
町　
の　
支　
出　
を　
極　
力　

抑　
え　
る　
工　
夫　
を　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
例　
え　

ば　
、　
国　
か　
ら　
新　
規　
就　
農　
者　
へ　
の　
貸　
付　

金　
を　
一　
定　
期　
間　
後　
に　
県　
の　
補　
助　
金　
で　

償　
還　
す　
る　
な　
ど　
、　
国　
や　
県　
の　
補　
助　
金　

を　
精　
査　
し　
た　
上　
で　
効　
果　
的　
に　
活　
用　
し　

て
い
ま
す
。

平　
成　
七　
年　
に　
四　
人　
の　
新　
規　
就　
農　
者　

を　
受　
け　
入　
れ　
た　
と　
き　
は　
、　
先　
進　
的　
な　

取　
り　
組　
み　
が　
メ　
デ　
ィ　
ア　
で　
大　
き　
く　
取　

り　
上　
げ　
ら　
れ　
、　
宣　
伝　
経　
費　
を　
抑　
え　
る　

こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　
現　
在　
は　
、　
全　

国　
農　
業　
会　
議　
所　
内　
に　
あ　
る　
青　
年　
農　
業　

者　
育　
成　
セ　
ン　
タ　
ー　
が　
年　
二　
回　
開　
催　
す　

る　
「　
新　
規　
就　
農　
セ　
ミ　
ナ　
ー　
」　
が　
Ｐ　
Ｒ　

の　
中　
心　
で　
す　
。　
近　
年　
で　
は　
受　
け　
入　
れ　

市　
町　
村　
も　
増　
え　
、　
就　
農　
先　
も　
分　
散　
傾　

向　
に　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
先　
駆　
者　
と　
し　
て　

津　
南　
町　
が　
果　
た　
し　
て　
き　
た　
役　
割　
は　
小　

さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

他　
地　
域　
は　
、　
農　
業　
法　
人　
に　
就　
職　
し　

て　
、　
職　
員　
と　
し　
て　
働　
き　
な　
が　
ら　
勉　
強　

し　
、　
そ　
の　
後　
独　
立　
す　
る　
人　
が　
増　
え　
て　

い　
ま　
す　
。　
当　
初　
か　
ら　
経　
営　
リ　
ス　
ク　
を　

負　
わ　
ず　
に　
す　
む　
た　
め　
、　
農　
業　
経　
験　
が　

な　
く　
て　
も　
始　
め　
や　
す　
い　
の　
が　
理　
由　
で　

す　
。　
一　
方　
、　
津　
南　
町　
の　
よ　
う　
に　
最　
初　

か　
ら　
個　
人　
で　
新　
規　
就　
農　
す　
る　
方　
法　

は　
、　
従　
業　
員　
一　
名　
の　
ベ　
ン　
チ　
ャ　
ー　
企　

業　
を　
起　
業　
す　
る　
の　
に　
似　
て　
い　
ま　
す　
。　

農　
作　
業　
は　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　
販　
売　
な　
ど　
も　

含　
め　
た　
経　
営　
全　
体　
を　
自　
ら　
考　
え　
る　
必　

要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

「　
Ｊ　
Ａ　
や　
地　
元　
農　
家　
な　
ど　
の　
指　
導　
者　

に　
恵　
ま　
れ　
た　
津　
南　
町　
と　
い　
え　
ど　
も　
、　

町　
を　
含　
め　
た　
地　
元　
の　
指　
導　
体　
制　
だ　
け　

で　
は　
、　
経　
営　
面　
の　
体　
系　
的　
な　
指　
導　
に　

限　
界　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
地　
元　
の　
農　
家　
自　

身　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
は　
よ　
い　
作　
物　
を　
作　
る　

こ　
と　
に　
専　
念　
し　
、　
経　
営　
ノ　
ウ　
ハ　
ウ　
の　

十　
分　
な　
蓄　
積　
に　
ま　
で　
は　
至　
っ　
て　
い　
な　

い　
た　
め　
で　
、　
こ　
の　
点　
は　
今　

後
の
課
題
で
す
」

支　
援　
制　
度　
を　
充　
実　
さ　

せ　
、　
公　
私　
に　
わ　
た　
る　
き　
め　

細　
か　
な　
サ　
ポ　
ー　
ト　
を　
考　
え　

続　
け　
る　
津　
南　
町　
。　
石　
橋　
さ　

ん　
は　
、　
受　
け　
入　
れ　
を　
成　
功　

さ　
せ　
る　
ポ　
イ　
ン　
ト　
を　
次　
の　

よ
う
に
語
り
ま
す　
。　

「　
新　
し　
い　
制　
度　
を　
始　
め　
る　

に　
は　
、　
障　
害　
が　
つ　
き　
も　
の　

で　
す　
。　
受　
け　
入　
れ　
る　
側　
に　

は　『　
何　
が　
な　
ん　
で　
も　
定　
着　

さ　
せ　
る　
』　と　
い　
う　
、　
就　
農　
者　

に　
負　
け　
な　
い　
く　
ら　
い　
の　
決　

意
が
求
め
ら
れ
ま
す
」　

津南町地域振興課　農林班長

石橋
い し ば し

雅博
ま さ ひ ろ

さん

就
農
者
の
決
意
以
上
の

覚
悟
で
育
て
る

※
平
成
九
年
度
の
新
潟
県
中
山
間
地
域
活
性
化

総
合
対
策
事
業
を
活
用
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「　
農　
地　
も　
、　
住　
宅　
も　
、　
機　
械　
も　
な　
い　

状　
態　
で　
農　
業　
を　
始　
め　
る　
の　
は　
無　
理　
が　

あ　
り　
ま　
す　
。　
就　
農　
し　
て　
も　
、　
す　
ぐ　
に　

食　
べ　
て　
い　
け　
る　
ほ　
ど　
甘　
く　
は　
あ　
り　
ま　

せ　
ん　
。　
何　
年　
も　
か　
か　
っ　
て　
、　
や　
っ　
と　
納　

得　
の　
い　
く　
作　
物　
が　
作　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　

っ　
た　
途　
端　
、　
輸　
入　
作　
物　
の　
台　
頭　
で　
相　

場　
が　
急　
落　
し　
て　
転　
作　
を　
余　
儀　
な　
く　
さ　

れ　
た　
り　
、　
精　
魂　
込　
め　
て　
作　
り　
上　
げ　
た　

作　
物　
が　
天　
災　
で　
全　
部　
だ　
め　
に　
な　
っ　
た　

り　
。　
自　
分　
の　
力　
だ　
け　
で　
は　
ど　
う　
に　
も　

な　
ら　
な　
い　
の　
が　
農　
業　
の　
難　
し　
さ　
で　
す　
。　

新　
規　
就　
農　
を　
目　
指　
す　
人　
た　
ち　
に　

は　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
農　
業　
の　
難　
し　
さ　
や　

津　
南　
の　
畑　
作　
の　
現　
状　
を　
徹　
底　
的　
に　
説　

明　
し　
、　
納　
得　
し　
た　
上　
で　
来　
て　
も　
ら　
っ　

て　
い　
ま　
す　
。　
基　
本　
的　
に　
は　
『　
来　
る　
も　

の　
は　
拒　
ま　
ず　
』　
で　
す　
が　
、　
実　
情　
を　
説　

明　
し　
た　
だ　
け　
で　
帰　
っ　
て　
行　
く　
人　
も　
少　

な　
く　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　『　
今　
の　
会　
社　
が　

い　
や　
だ　
か　
ら　
…　
』　
と　
、　
農　
業　
を　
普　
通　

の　
転　
職　
先　
と　
同　
じ　
よ　
う　
に　
考　
え　
て　
い　

る　
人　
で　
は　
と　
て　
も　
無　
理　
で　
す　
。　
百　
人　

以　
上　
の　
人　
を　
見　
て　
き　
た　
の　
で　
、　
最　
近　

で　
は　
一　
時　
間　
も　
話　
せ　
ば　
、　
こ　
の　
人　
な　

ら　
続　
く　
か　
ど　
う　
か　
、　
分　
か　
る　
よ　
う　
に　

な
り
ま
し
た
」

当　
初　
は　
研　
修　
の　
一　
年　
目　
で　
辞　
め　
て　

い　
く　
人　
も　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
逆　
に　
二　
年　

目　
以　
降　
も　
続　
け　
て　
い　
る　
人　
に　
は　
ほ　
と　

ん
ど
脱
落
者
が
い
な
い
そ
う
で
す
。

「　
長　
年　
『　
農　
業　
を　
や　
り　
た　
い　
』　
と　
い　

う　
夢　
を　
温　
め　
て　
い　
た　
人　
は　
強　
い　
で　
す　

ね　
。　
あ　
え　
て　
言　
え　
ば　
、　
農　
業　
に　
対　
す　

る　
『　
熱　
意　
』　
が　
違　
い　
ま　
す　
。　
一　
人　
前　

に　
な　
る　
に　
は　
三　
年　
間　
の　
研　
修　
だ　
け　
で　

は　
と　
て　
も　
無　
理　
で　
、　
最　
低　
で　
も　
十　
年　

は　
か　
か　
り　
ま　
す　
。　
そ　
の　
間　
、　
苦　
し　
い　

生　
活　
に　
も　
耐　
え　
ら　
れ　
る　
だ　
け　
の　
心　
構　

え
が
あ
る
か
ど
う
か
で
す
」

「　
新　
規　
就　
農　
者　
に　
は　
大　
き　
な　
ハ　
ン　
デ　

ィ　
が　
あ　
る　
の　
で　
す　
か　
ら　
、　
本　
人　
の　
や　

る　
気　
も　
も　
ち　
ろ　
ん　
で　
す　
が　
、　
相　
応　
の　

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
」

新　
規　
就　
農　
者　
は　
、　
一　
年　
目　
に　
は　
地　

元　
農　
家　
に　
研　
修　
に　
行　
き　
、　
農　
作　
業　
の　

手　
伝　
い　
を　
し　
な　
が　
ら　
指　
導　
を　
受　
け　
ま　

す　
。　
二　
〜　
三　
年　
目　
は　
、　
公　
社　
の　
農　
場　

で　
よ　
り　
体　
系　
的　
に　
農　
作　
業　
を　
学　
び　
ま　

す　
（　
詳　
細　
は　
下　
表　
参　
照　
）　。　
最　
初　
は　
、　

受　
け　
入　
れ　
農　
家　
の　
意　
識　
に　
も　
差　
が　
あ　

り　
ま　
し　
た　
が　
、　
最　
近　
で　
は　
体　
系　
的　
な　

指　
導　
が　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　
し　

た
。

「　
指　
導　
に　
は　
、　
農　
作　
業　
を　
理　
論　
的　
に　

教　
え　
ら　
れ　
る　
人　
が　
必　
要　
で　
す　
。　
面　
倒　

見　
が　
よ　
い　
こ　
と　
も　
条　
件　
で　
す　
。　
研　
修　

後　
も　
、　
栽　
培　
技　
術　
や　
生　
活　
ま　
で　
、　
幅　

広　
い　
面　
で　
就　
農　
者　
の　
相　
談　
に　
乗　
る　
こ　

と
が
大
事
で
す
か
ら
」

実　
際　
、　
新　
規　
就　
農　
者　
の　
多　
く　
は　
研　

修　
先　
の　
農　
家　
を　
師　
と　
仰　
ぎ　
、　
と　
き　
に　

親　
子　
の　
よ　
う　
に　
緊　
密　
な　
関　
係　
を　
作　
り　

な　
が　
ら　
、　
た　
び　
た　
び　
相　
談　
に　
訪　
れ　
ま　

す　
。　
ま　
た　
、　
農　
業　
を　
続　
け　
る　
に　
は　
地　

域　
社　
会　
に　
溶　
け　
込　
む　
こ　
と　
が　
不　
可　
欠　

で　
す　
が　
、　
そ　
の　
た　
め　
に　
も　
研　
修　
先　
の　

農
家
の
存
在
は
大
き
い
の
で
す
。

外　
部　
の　
人　
間　
を　
受　
け　
入　
れ　
る　
こ　
と　

に　
地　
元　
の　
抵　
抗　
が　
無　
か　
っ　
た　
わ　
け　
で　

は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
石　
橋　
さ　
ん　
は　
将　

来　
に　
向　
け　
た　
可　
能　
性　
に　
期　
待　
し　
て　
い　

津南町は、平成七年から平成十六年までに、

のべ数百名の候補者から二十名の新規就農者を受け入れました。

少数精鋭を貫く裏には、明確な理由があります。

プロになるための農業指導から、

営農指導や生活指導、地元農家との付き合い方に至るまで、

責任を持って面倒を見られる人数には限りがあるのです。

農業の現実を知ってなお「どんなに厳しくてもやりたい」という人だけを、

しっかりと受け止めるのが津南町の方針です。

不屈の精神力を持つ
これが
受け入れ資格

「
一
人
前
ま
で
十
年
」

ま
ず
問
わ
れ
る

就
農
へ
の
覚
悟

農業を体で覚える〈3年間に及ぶ研修制度〉

新規就農者に対する、津南町の

農業研修制度の概要は表のとお

りです。実際には、就農者本人の

希望もできる限り尊重した上で、

研修内容が決定されます。また、

公社用とは別に、新規就農者が利

用できるトラクターやたい肥散布

機などの農業機械を用意して、負

担の軽減を図っています。

研
修
先
農
家
と
の

二
人
三
脚
で
プ
ロ
に
な
る

ま
す
。

「　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
経　
験　
を　
持　
つ　
人　
材　
が　

加　
わ　
る　
こ　
と　
で　
、　
Ｉ　
Ｔ　
を　
活　
用　
し　
た　

農　
業　
や　
、　
魚　
沼　
コ　
シ　
ヒ　
カ　
リ　
に　
負　
け　

な　
い　
新　
た　
な　
畑　
作　
物　
へ　
の　
挑　
戦　
な　

ど　
、　
夢　
は　
大　
き　
く　
広　
が　
り　
ま　
す　
。　
十　

年　
後　
、　
二　
十　
年　
後　
の　
町　
の　
姿　
を　
想　
像　

す
る
だ
け
で
楽
し
く
な
り
ま
す
」

「　
最　
近　
で　
は　
、　
受　
け　
入　
れ　
人　
数　
を　
絞　

り　
込　
ん　
で　
い　
る　
の　
が　
実　
情　

で　
す　
。　、　
ま　
ず　
は　
現　
在　
が　
ん　

ば　
っ　
て　
い　
る　
人　
た　
ち　
の　
経　

営　
を　
安　
定　
さ　
せ　
、　
一　
人　
ひ　

と　
り　
を　
一　
人　
前　
の　
農　
業　
者　

に　
育　
て　
上　
げ　
る　
。　
そ　
れ　
が　

津　
南　
町　
の　
一　
貫　
し　
た　
方　
針　

で　
あ　
り　
、　
受　
け　
入　
れ　
た　
私　

た　
ち　
の　
責　
任　
だ　
と　
考　
え　
て　

い
る
か
ら
で
す
。

三　
年　
間　
み　
っ　
ち　
り　
研　
修　
を　
受　
け　
て　

も　
、　『　
は　
い　
、　
卒　
業　
』　
と　
は　
な　
ら　
な　

い　
の　
が　
農　
業　
の　
厳　
し　
さ　
で　
す　
。　
就　
農　

し　
て　
五　
年　
く　
ら　
い　
は　
、　
自　
分　
で　
考　
え　

た　
と　
お　
り　
に　
物　
事　
が　
進　
ま　
な　
い　
上　
、　

補　
助　
も　
な　
く　
な　
っ　
て　
つ　
ら　
い　
時　
期　
が　

続　
き　
ま　
す　
。　
も　
と　
も　
と　
、　
津　
南　
町　
で　

は　
就　
農　
時　
に　
巨　
額　
の　
機　
械　
投　
資　
が　
必　

要　
な　
稲　
作　
や　
、　
栽　
培　
が　
難　
し　
い　
作　
物　

は　
な　
る　
べ　
く　
避　
け　
て　
、　
農　
業　
収　
入　
で　

生　
活　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　
な　
る　
こ　
と　
を　
第　

一　
の　
目　
標　
に　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
し　
か　

し　
、　
最　
近　
は　
新　
規　
就　
農　
者　
の　
主　
力　
作　

物　
だ　
っ　
た　
ニ　
ン　
ジ　
ン　
相　
場　
の　
低　
迷　
が　

続　
く　
な　
ど　
、　
厳　
し　
い　
状　
況　
が　
続　
い　
て　

い　
ま　
す　
。　
そ　
ん　
な　
中　
、　
安　
心　
し　
て　
畑　

作　
に　
取　
り　
組　
ん　
で　
も　
ら　
う　
に　
は　
、　
適　

切　
な　
ノ　
ウ　
ハ　
ウ　
に　
基　
づ　
く　
農　
業　
指　
導　

や　
、　
住　
宅　
の　
あ　
っ　
せ　
ん　
な　
ど　
継　
続　
し　

た　
生　
活　
面　
の　
補　
助　
が　
欠　
か　
せ　
ま　
せ　

ん　
。　
加　
え　
て　
、　
研　
修　
先　
の　
農　
家　
を　
通　

じ　
て　
就　
農　
者　
が　
、　
困　
っ　
た　
と　
き　
に　
助　

け　
て　
も　
ら　
え　
る　
だ　
け　

の　
信　
頼　
関　
係　
を　
地　
域　

に　
築　
く　
た　
め　
に　
も　
、　

年　
間　
一　
人　
か　
二　
人　
の　

受　
け　
入　
れ　
が　
精　
一　
杯　

だ　
と　
分　
か　
っ　
て　
き　
た　

の
で
す
」

ひ　
と　
た　
び　
受　
け　
入　

れ　
た　
ら　
、　
本　
人　
が　
自　
立　

で　
き　
る　
ま　
で　
徹　
底　
し　

て　
面　
倒　
を　
見　
る　
。　
こ　
れ　

こ　
そ　
が　
、　
津　
南　
町　
の　
新　

規　
就　
農　
支　
援　
制　
度　
の　

最　
大　
の　
特　
徴　
で　
あ　
り　
、　

数　
多　
く　
の　
就　
農　
者　
を　

定　
着　
さ　
せ　
て　
き　
た　
理　

由
な　
の　
で
す　
。　

「ひとたび受け入れたら徹底して面倒を見る」というのが津南町の方針

農業公社の実習風景。石橋さんも教える。

研
修
後
の
独
り
立
ち
支
援

が
今
の
目
標

かん水施設がすべて整備
津南の畑地の特長

津南町の畑地は、大部分が河岸段丘の台地

上に位置し、かん水が不十分なことが課題で

した。そこで、昭和4 8年から三期に分けて実

施された国営農地開発事業では、水不足の解

消に重点が置かれました。主な内容は、雪解

け水を貯水するダムの建設や、標高の高い畑

に水をくみ上げるポンプアップ施設の建設、

各ほ場へのかん水施設の整備などです。全国

でも最高水準の整備状況の優良農地は、新規

就農者にとって大きな助けとなっています。

新規就農者が独り立ちするまで
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情
熱
を
失
わ　
ぬ
新
規
就
農
者
た
ち
、　

そ
れ
ぞ　
れ　
の
今

「
農
業
は
天
職　
。　
父　
の　
背
を
見　
て
育　
っ　
て　
ほ　
し　
い　
」　

早
河

は

や

か

わ

聖
光

き

よ

み

つ

さ
ん

平
成
十
六
年
現
在
、
津
南
町
の
新
規
就
農
者
は
二
十
人
で
、

う
ち
二
人
が
研
修
中
、
十
八
人
が
実
際
に
就
農
し
て
い
ま
す
。

就
農
に
至
る
経
歴
や
畑
の
規
模
、
作
る
作
物
は
違
っ
て
も
、

根
底
に
流
れ
る
「
農
業
が
好
き
」
と
い
う
熱
い
思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
天
候
や
作
物
に
、

と
き
に
楽
し
さ
さ
え
奪
わ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、

日
々
、
喜
び
に
満
ち
て
農
業
を
続
け
る
姿
に
は
う
ら
や
ま
し
さ
さ
え
感
じ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
後
悔
な
き
選
択
を
し
た
新
規
就
農
者
の
姿
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ビ　
ニ　
ー　
ル　
ハ　
ウ　
ス　
組　
立　
の　
仕　
事　
で　

偶　
然　
、　
津　
南　
を　
訪　
れ　
た　
私　
に　
、　
農　
業　

を　
始　
め　
る　
き　
っ　
か　
け　
を　
与　
え　
て　
く　
れ　

た　
の　
が　
、　
後　
に　
研　
修　
先　
と　
な　
る　
農　
家　

で　
し　
た　
。　
ユ　
リ　
と　
稲　
の　
栽　
培　
を　
大　
規　

模　
に　
手　
が　
け　
て　
い　
て　
、　

私　
に　
と　
っ　
て　
農　
業　
の　
師　

匠　
で　
す　
。　
町　
の　
担　
当　
者　

に　
は　
「　
難　
し　
い　
か　
ら　
や　

早
河
聖
光
さ
ん
は
、　
イ
ベ　
ン
ト
製
作
会
社
や　
コ　
ン
ピ　
ュ　
ー
タ
ー
会
社
勤
務
な
ど
を
経
て
、　
農
業
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。　
作
物
は　
ユ　
リ
や
水
稲
が
主
体
。　
い
ず
れ
も
栽
培
技
術
が
難
し
く
、　
新
規
就

農
者
が
あ
ま
り
取
り
組
ま
な　
い
作
物
で
す
が　
、　
研
修
先
農
家
や
周
囲
の
先
輩
た
ち
に
も
支
え
ら
れ
、　

五
年
目
の
現
在
は
収
穫
も
安
定
し
て　
い
ま
す　
。　
早
河
さ
ん
は　
「
自
分
に
は
農
業
し
か
な　
い
」　
と
言
い

切
り
ま
す　
。　

半
分
が
不
合
格

地
域
ブ
ラ　
ン
ド　
の
厳
し
さ

め　
ろ　
」　
と　
言　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
が　
、　
あ　
え　

て　
研　
修　
制　
度　
が　
推　
薦　
す　
る　
作　
物　
を　
捨　

て　
、　「　
師　
匠　
の　
作　
物　
」　へ　
の　
挑　
戦　
を　
決　
め　

ま
し
た
。　

師　
匠　
は　
大　
変　
厳　
し　
い　
人　
で　
、　
研　
修　

中　
も　
手　
取　
り　
足　
取　
り　
は　
教　
え　
て　
く　
れ　

ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
。　
途　
方　
に　
暮　
れ　
た　
私　

は　
、　
草　
取　
り　
や　
掃　
除　
か　
ら　
始　
め　
、　
自　

分　
で　
少　
し　
ず　
つ　
仕　
事　
を　
覚　
え　
ま　
し　
た　

が　
、　
そ　
れ　
こ　
そ　
が　
「　
い　
ず　
れ　
独　
立　
す　

る　
の　
だ　
か　
ら　
、　
何　
を　
す　
れ　
ば　
よ　
い　
か　

は　
自　
分　
で　
考　
え　
ろ　
」　
と　
い　
う　
無　
言　
の　

指　
導　
だ　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　
私　
が　
、　
栽　
培　

に　
つ　
い　
て　
深　
く　
考　
え　
抜　
く　
習　
慣　
を　
身　

に　
つ　
け　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　
の　
も　
、　
こ　

う　
し　
た　
師　
匠　
の　
教　
え　
が　
あ　
れ　
ば　
こ　
そ　

で
す　
。　

現　
在　
、　
私　
の　
ユ　
リ　
畑　
は　
約　
四　

十　

で　
す　
。　
津　
南　
の　
カ　
サ　
ブ　
ラ　
ン　
カ　

（　
ユ　
リ　
の　
一　
品　
種　
）　は　
「　
雪　
美　
人　（　
※　

）　」　

の　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
で　
全　
国　
的　
に　
有　
名　
で　
、　

津　
南　
町　
の　
ユ　
リ　
全　
体　
の　
販　
売　
額　
は　
年　

間　
四　
億　
円　
を　
超　
え　
ま　
す　
。　
そ　
の　
分　
、　

非　
常　
に　
厳　
し　
い　
共　
撰　
制　
度　
が　
あ　
り　
、　

Ｊ　
Ａ　
に　
よ　
る　
抜　
き　
取　
り　
検　
査　
や　
、　
仲　

間　
内　
の　
会　
合　
を　
通　
じ　
た　
品　
質　
チ　
ェ　
ッ　

ク　
を　
行　
っ　
て　
、　
基　
準　
に　
満　
た　
な　
い　
も　

の　
は　
絶　
対　
に　
出　
荷　
し　
ま　
せ　
ん　
。　
当　

然　
、　
新　
規　
就　
農　
者　
も　
例　
外　
で　
は　
な　

く　
、　
私　
の　
場　
合　
、　
一　
年　
目　
は　
丹　
精　
込　

め　
た　
ユ　
リ　
の　
半　
数　
が　
『　
ハ　
ネ　
ダ　
シ　

（　
規　
格　
外　
）　』　
と　
な　
り　
、　
泣　
き　
た　
く　
な　

っ　
た　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
一　
目　
で　
は　

分　
か　
ら　
な　
い　
く　
ら　
い　
葉　
が　
黄　
色　
が　
か　

っ　
て　
い　
る　
だ　
け　
で　
失　
格　

な
の
で
す
。

同　
時　
に　
、　
落　
後　
者　
を　
出　

さ　
な　
い　
た　
め　
の　
研　
修　
会　
な　

ど　
に　
も　
一　
般　
の　
産　
地　
以　

上　
に　
熱　
心　
で　
、　
先　
輩　
た　
ち　

は　
私　
の　
よ　
う　
な　
新　
参　
者　

に　
も　
き　
め　
細　
か　
く　
ア　
ド　
バ　

イ　
ス　
し　
て　
く　
れ　
ま　
す　
。　
地　

域　
全　
体　
の　
仲　
間　
意　
識　
で　
、　

ブ　
ラ　
ン　
ド　
を　
守　
り　
続　
け　
て　

い　
る　
の　
で　
す　
。　
お　
か　
げ　
で　
、　

私　
も　
最　
近　
で　
は　
よ　
う　
や　

く　
規　
格　
外　
を　
三　
割　
に　
抑　
え　
ら　
れ　
る　
よ　

う　
に　
な　
り　
、　
一　
割　
以　
下　
と　
い　
う　
目　
標　

も
見
え
て
き
ま
し
た
。　

せ　
っ　
か　
く　
津　
南　
に　
来　
て　
農　
業　
を　
や　

る　
か　
ら　
に　
は　
、　
や　
は　
り　
コ　
シ　
ヒ　
カ　
リ　

を　
作　
り　
た　
い　
。　
そ　
こ　
で　
、　
就　
農　
後　
す　

ぐ　
地　
元　
の　
集　
落　
に　
家　
を　
借　
り　
、　
近　
所　

の　
お　
年　
寄　
り　
と　
も　
ゲ　
ー　
ト　
ボ　
ー　
ル　
を　

楽　
し　
む　
な　
ど　
、　
地　
域　
に　
溶　
け　
込　
め　
る　

よ　
う　
に　
心　
が　
け　
ま　
し　
た　
。　
田　
ん　
ぼ　
を　

借　
り　
る　
こ　
と　
一　
つ　
と　
っ　
て　
も　
、　
日　
ご　

ろ　
か　
ら　
築　
き　
上　
げ　
た　
信　
頼　
が　
第　
一　
だ　

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

そ　
の　
か　
い　
あ　
っ　
て　
、　
少　
し　
ず　
つ　
田　

ん　
ぼ　
を　
任　
せ　
て　
も　
ら　
え　
る　
よ　
う　
に　
な　

り
、
今
で
は
約
一
・
七

の
田
ん

ぼ
を
借
り
、
ほ
か
に
三

の
作
業

受　
託　
も　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
作　
業　
受　
託　
は　

経　
営　
的　
な　
利　
益　
は　
高　
く　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　

が　
、　
稲　
作　
を　
続　
け　
る　
上　
で　
の　
信　
頼　
を　

得　
る　
た　
め　
と　
、　
機　
械　
の　
稼　
働　
率　
を　
上　

げ　
る　
た　
め　
に　
行　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
機　
械　

を
使
う
稲
作
は
五

が
採
算
ラ
イ

ン　
と　
い　
わ　
れ　
、　
ギ　
リ　
ギ　
リ　
の　
状　
態　
で　

す　
が　
、　
将　
来　
も　
っ　
と　
た　
く　
さ　
ん　
の　
田　

ん　
ぼ　
を　
任　
せ　
て　
も　
ら　
え　
る　
よ　
う　
に　
頑　

張
っ
て
い
ま
す
。

楽　
し　
さ　
も　
厳　
し　
さ　
も　
分　
か　
っ　
て　
き　

た　
だ　
け　
に　
、　
子　
供　
た　
ち　
に　
将　
来　
「　
農　

業　
を　
継　
ぎ　
た　
い　
」　
と　
言　
わ　
れ　
た　
ら　
悩　

む　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
天　
候　
不　
順　
に　
よ　
る　

作　
物　
の　
出　
来　
不　
出　
来　
な　
ど　
、　
自　
分　
の　

努　
力　
が　
及　
ば　
な　
い　
と　
こ　
ろ　
で　
つ　
ら　
い　

目　
に　
あ　
っ　
て　
も　
、　
前　
向　
き　
な　
気　
持　
ち　

で　
耐　
え　
ら　
れ　
る　
く　
ら　
い　
好　
き　
で　
な　
け　

れ　
ば　
、　
絶　
対　
に　
続　
け　
ら　
れ　
な　
い　
の　
が　

農　
業　
だ　
か　
ら　
で　
す　
。　
で　
も　
、　
土　
と　
ふ　

れ　
合　
い　
、　
自　
分　
の　
手　
で　
生　
き　
物　
を　
育　

て　
上　
げ　
る　
農　
業　
の　
喜　
び　
は　
も　
っ　
と　
大　

き　
い　
。　
そ　
の　
こ　
と　
だ　
け　
は　
伝　
え　
た　

い　
。　
そ　
れ　
と　
、　
子　
供　
た　
ち　
が　
い　
ざ　

「　
や　
り　
た　
い　
」　
と　
言　
っ　
て　
く　
れ　
た　
と　

き　
に　
は　
、　
で　
き　
る　
限　
り　
の　
用　
意　
は　
し　

て　
や　
り　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
今　
は　
、　

農　
業　
に　
打　
ち　
込　
む　
父　
親　
の　
姿　
を　
見　
せ　

る　
こ　
と　
し　
か　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
子　
供　

た　
ち　
が　
少　
し　
で　
も　
農　
業　
を　
好　
き　
に　
な　

っ　
て　
く　
れ　
れ　
ば　
、　
と　
願　
い　
な　
が　
ら　
働　

い　
て　
い　
ま　
す　
。　
自　
分　
は　
農　
業　
が　
大　
好　

き　
で　
、　
農　
業　
し　
か　
で　
き　
な　
い　
人　
間　
だ　

と　
い　
う　
こ　
と　
が　
、　
津　
南　
町　
に　
来　
て　
よ　

く
分
か
り
ま
し
た
。

ヘ　
ク　

タ　
ー　
ル　

ヘ　
ク　

タ　
ー　
ル　

ヘ　
ク　

タ　
ー　
ル　

ア　
ー　

ル　

津
南
で
や
る
か
ら
に
は

コ　
シ　
ヒ
カ
リ
を
作
り
た　
い

※
平
成
十
一
年
、
品
質
の
す
ば
ら
し
さ
や
組
合

員
の
努
力
が
評
価
さ
れ
、
日
本
農
業
賞
の
大
賞

を
受
賞
。

就
農
六
年
目
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「努力も結果も自分で背負う。
それが農業」
島田
し ま だ

有介
ゆ う す け

さん

就　
農　
時　
に　
四　
十　
歳　
を　
超　
え　
て　
い　
た　

私　
に　
、　
津　
南　
町　
が　
「　
来　
て　
も　
い　
い　

よ　
」　
と　
言　
っ　
て　
く　
れ　
た　
と　
き　
は　
感　
激　

し　
ま　
し　
た　
。　
農　
家　
で　
一　
年　
間　
研　
修　
し　

ま　
し　
た　
が　
、　
年　
齢　
の　
関　
係　
で　
制　
度　
を　

利　
用　
で　
き　
な　
か　
っ　
た　
の　
で　
、　
自　
分　
で　

失　
敗　
し　
て　
、　
痛　
い　
目　
に　
あ　
い　
な　
が　
ら　

仕
事
を
覚
え
て
き
ま
し
た
。

こ　
の　
十　
年　
は　
、　
農　
業　
に　
転　
職　
し　
た　

私　
の　
覚　
悟　
を　
問　
う　
十　
年　
で　
し　
た　
。　
就　

農　
以　
来　
続　
け　
て　
き　
た　
ニ　
ン　
ジ　
ン　
は　
相　

場　
の　
低　
迷　
が　
続　
い　
た　
た　
め　
、　
あ　
き　
ら　

め　
ざ　
る　
を　
得　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
。　
就　
農　

制　
度　
が　
推　
薦　
す　
る　
ニ　
ン　
ジ　
ン　
を　
や　
っ　

と　
都　
会　
に　
送　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
と　

き　
に　
、　
輸　
入　
ニ　
ン　
ジ　
ン　
が　
襲　
っ　
て　
き　

た　
の　
で　
す　
。　
価　
格　
回　
復　
の　
め　
ど　
が　
立　

た　
な　
い　
ま　
ま　
、　
翌　
年　
も　
作　
り　
続　
け　
ま　

し　
た　
。　
今　
振　
り　
返　
る　
と　
、　「　
農　
業　
が　

好　
き　
」　
と　
言　
っ　
た　
自　
分　
が　
本　
物　
で　
あ　

っ　
た　
と　
、　
自　
分　
で　
も　
初　
め　
て　
気　
付　
い　

た　
時　
期　
で　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
今　
年　
か　

ら　
は　
野　
沢　
菜　
を　
作　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
契　

約　
栽　
培　
に　
近　
い　
取　
引　
な　
の　
で　
、　
決　
め　

ら　
れ　
た　
出　
荷　
数　
の　
確　
保　
に　
追　
わ　
れ　
て　

い
ま
す
。

自　
分　
に　
野　
沢　
菜　
が　
作　
れ　
る　
か　
ど　
う　

か　
心　
配　
で　
し　
た　
が　
、　
作　
物　
は　
変　
わ　
っ　

て　
も　
、　
十　
年　
間　
の　
経　
験　
は　
生　
き　
て　
い　

ま　
し　
た　
。　
身　
に　
つ　
け　
た　
農　
業　
技　
術　

で　
、　
う　
ま　
く　
軌　
道　
に　
乗　
せ　
る　
こ　
と　
が　

で　
き　
ま　
し　
た　
。　
ニ　
ン　
ジ　
ン　
は　
収　
穫　
が　

年　
一　
回　
な　
の　
で　
、　
一　
度　
失　
敗　
す　
る　
と　

翌　
年　
ま　
で　
チ　
ャ　
ン　
ス　
が　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　

が　
、　
野　
沢　
菜　
は　
年　
に　
何　
回　
も　
収　
穫　
で　

き　
る　
の　
で　
、　
す　
ぐ　
に　
次　
の　
チ　
ャ　
レ　
ン　

ジ　
が　
で　
き　
、　
勉　
強　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
今　

年
は
、
約
二

の
畑
を
全
部
野
沢

菜　
に　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　
ニ　
ン　
ジ　
ン　
よ　
り　

神
経
を
使
わ
ず
に
す
む
ほ
ど
で
す
。

収　
穫　
が　
手　
作　
業　
な　
の　
で　
、　
人　
の　
手　

配　
は　
大　
変　
で　
す　
。　
収　
穫　
期　
の　
六　
月　
か　

ら　
十　
一　
月　
ま　
で　
、　
六　
〜　
八　
人　
の　
人　
手　

を　
確　
保　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

幸　
い　
、　
私　
は　
就　
農　
直　
後　
か　
ら　
地　
元　
の　

集　
落　
に　
住　
ん　
で　
い　
た　
の　
で　
、　
ニ　
ン　
ジ　

ン　
に　
挑　
戦　
し　
続　
け　
る　
姿　
を　
見　
て　
い　
て　

く　
れ　
た　
近　
所　
の　
お　
ば　
さ　
ん　
た　
ち　
が　
、　

困
っ
た
私
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

一　
生　
懸　
命　
や　
っ　
て　
も　
、　
よ　
い　
作　
物　

が　
で　
き　
る　
と　
は　
限　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
で　

も　
、　
手　
を　
抜　
け　
ば　
そ　
れ　
な　
り　
の　
も　
の　

し　
か　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　
だ　
か　
ら　
こ　
そ　
、　

よ　
い　
作　
物　
が　
で　
き　
た　
と　
き　
の　
喜　
び　
も　

ひ
と
し
お
で
す
。

一　
か　
ら　
十　
ま　
で　
、　
自　
分　
の　
責　
任　
で　

仕　
事　
が　
で　
き　
る　
の　
も　
農　
業　
の　
魅　
力　
で　

す　
。　
自　
分　
が　
ま　
い　
た　
種　
が　
育　
ち　
、　
作　

物　
と　
な　
っ　
て　
出　
荷　
さ　
れ　
、　
や　
が　
て　
誰　
か　

の　
食　
卓　
に　
上　
る　
こ　
と　
を　
考　
え　
る　
と　
、　

そ　
れ
だ
け　
で　
う
れ
し
く
な
り
ま
す　
。　

新　
規　
就　
農　
は　
、　
お　
金　
も　
う　
け　
を　
し　

よ　
う　
と　
思　
っ　
て　
始　
め　
る　
と　
後　
悔　
し　
ま　

す　
。　
で　
も　
、　
農　
業　
が　
好　
き　
で　
、　「　
そ　

こ　
そ　
こ　
食　
べ　
て　
い　
け　
れ　
ば　
い　
い　
」　
と　

思　
う　
人　
な　
ら　
、　
き　
っ　
と　
続　
け　
ら　
れ　
ま　

す　
。　
私　
自　
身　
、　
十　
年　
間　
で　
す　
っ　
か　
り　

価　
値　
観　
が　
変　
わ　
り　
ま　
し　
た　
。　
都　
会　
は　

便　
利　
で　
、　
お　
金　
を　
払　
っ　
て　
ほ　
し　
い　
も　

の　
を　
そ　
ろ　
え　
る　
の　
も　
簡　
単　
で　
す　
。　
で　

も　
、　
こ　
こ　
で　
は　
少　
し　
く　
ら　
い　
不　
便　
で　

も　
、　
ほ　
し　
い　
も　
の　
が　
手　
に　
入　
ら　
な　
く　

て　
も　
、　
ゆ　
っ　
た　
り　
と　
自　
然　
と　
向　
き　
合　

い　
、　
作　
物　
と　
ふ　
れ　
合　
い　
な　
が　
ら　
、　
自　

分　
で　
食　
べ　
る　
も　
の　
は　
自　
分　
で　
作　
る　
こ　

と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　
私　
に　
は　
、　
そ　
の　
方　

が
よ
ほ
ど
幸
せ
で
す
。

野　
沢　
菜　
は　
農　
閑　
期　
が　
な　
く　
、　
遠　
く　

に　
住　
む　
家　
族　
に　
な　
か　
な　
か　
会　
え　
ま　
せ　

ん　
が　
、　
後　
悔　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
午　
前　

二　
時　
か　
ら　
収　
穫　
を　
し　
た　
り　
、　
暴　
落　
に　

よ　
り　
経　
営　
的　
に　
苦　
し　
い　
時　
期　
も　
あ　
り　

ま　
し　
た　
が　
、　
農　
業　
が　
楽　
し　
く　
て　
し　
か　

た　
な　
い　
の　
で　
す　
。　
農　
作　
業　
を　
手　
伝　
い　

に　
来　
て　
く　
れ　
て　
い　
た　
子　
供　
た　
ち　
も　
独　

立　
し　
、　
近　
々　
、　
横　
浜　
で　
暮　
ら　
し　
て　
い　

る　
妻　
も　
仕　
事　
を　
や　
め　
る　
こ　
と　
に　
な　
り　

ま　
し　
た　
。　
自　
分　
の　
選　
択　
が　
間　
違　
っ　
て　

は　
い　
な　
か　
っ　
た　
こ　
と　
を　
、　
再　
認　
識　
で　

き　
る　
機　
会　
に　
な　
れ　
ば　
よ　
い　
と　
思　
っ　
て　

い
ま
す
。

ヘ　
ク　

タ　
ー　
ル　

十
年
の
経
験
を
生
か
し

ニ　
ン
ジ　
ン
か
ら
野
沢
菜　
へ　

最　
初　
は　
「　
草　
取　
り　
が　
こ　
ん　
な　
に　
も　

大　
変　
な　
の　
か　
」　
と　
驚　
き　
ま　
し　
た　
が　
、　

未　
経　
験　
者　
が　
い　
き　
な　
り　
農　
業　
を　
始　
め　

ら　
れ　
る　
と　
は　
思　
っ　
て　
も　
い　
な　
か　
っ　
た　

の　
で　
、　
津　
南　
の　
制　
度　
に　
は　
感　
謝　
し　
て　

い
ま
す
。

研　
修　
先　
の　
農　
家　
に　
は　
、　
今　
も　
何　
か　

と　
相　
談　
に　
乗　
っ　
て　
も　
ら　
っ　
て　
い　
ま　

す　
。　
当　
初　
は　
研　
修　
先　
と　
同　
じ　
ニ　
ン　
ジ　

ン　
を　
作　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
相　
場　
の　

低　
迷　
が　
続　
い　
て　
経　
営　
が　
難　
し　
く　
な　

り　
、　
農　
業　
公　
社　
と　
も　
相　
談　
し　
て　
ア　
ス　

パ　
ラ　
ガ　
ス　
に　
転　
作　
し　
ま　
し　
た　
。　
ニ　
ン　

ジ　
ン　
で　
食　
べ　
て　
い　
こ　
う　
と　
決　
め　
て　
い　

た　
の　
で　
、　
突　
然　
の　
転　
作　
に　
は　
戸　
惑　
い　

ま　
し　
た　
が　
、　
公　
社　
や　
研　
修　
先　
農　

家　
の　
ア　
ド　
バ　
イ　
ス　
も　
あ　
っ　
て　
、　

な　
ん　
と　
か　
順　
調　
に　
い　
っ　

て
い
ま
す
。

町　
が　
新　
た　
な　
津　
南　
名　

物　
に　
育　
て　
上　
げ　
よ　
う　
と　

し　
て　
い　
る　
「　
雪　
味　
ニ　
ン　

ジ　
ン　
」　
に　
も　
取　
り　
組　
ん　

で　
い　
ま　
す　
。　
雪　
の　
下　
で　
越　
冬　
さ　
せ　
、　

春　
に　
雪　
を　
掘　
り　
返　
し　
て　
収　
穫　
す　
る　
た　

め　
、　
ニ　
ン　
ジ　
ン　
独　
特　
の　
臭　
み　
が　
消　

え　
、　
甘　
味　
成　
分　
も　
増　
え　
て　
子　
供　
に　
も　

食　
べ　
や　
す　
い　
品　
種　
で　
す　
。　
最　
近　
で　
は　

徐　
々　
に　
消　
費　
者　
に　
認　
め　
ら　
れ　
つ　
つ　
あ　

り　
、　
町　
内　
で　
製　
造　
・　
販　
売　
さ　
れ　
て　
い　

る　
「　
雪　
味　
ニ　
ン　
ジ　
ン　
酢　
ド　
リ　
ン　
ク　
」　

も
土
産
品
と
し
て
好
評
で
す
。

こ　
の　
ほ　
か　
、　
ト　
マ　
ト　
な　
ど　
に　
も　
挑　

戦　
し　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
今　
の　
と　
こ　
ろ　
決　

め　
手　
が　
な　
い　
の　
が　
悩　
み　
で　
す　
。　
ま　

た　
、　
津　
南　
で　
は　
土　
地　
利　
用　
型　
の　
作　
物　

が　
主　
流　
で　
す　
が　
、　
全　
部　
一　
人　
で　
や　
っ　

て　
い　
る　
た　
め　
、　

手　
が　
回　
り　
き　

ら　
な　
い　
難　
し　

さ　
も　
あ　
り　
ま　

す　
。　
今　
後　
も　
、　

町　
や　
公　
社　
と　

と　
も　
に　
考　
え　
、　
連　
携　
し　
な　
が　
ら　
、　
新　

た
な
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

本　
当　
は　
冬　
も　
農　
業　
を　
や　
り　
、　
年　
間　

を　
通　
じ　
て　
食　
べ　
て　
い　
け　
る　
よ　
う　
に　
し　

た　
い　
の　
で　
す　
が　
、　
現　
在　
の　
経　
営　
状　
態　

で　
は　
施　
設　
が　
用　
意　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　
し　

か　
た　
な　
く　
、　
冬　
場　
は　
ス　
キ　
ー　
場　
で　
働　

い　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
仕　
事　
は　
決　
し　
て　
多　

く　
な　
い　
の　
で　
、　
誰　
も　
が　
働　
け　
る　
わ　
け　

で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
冬　
場　
対　
策　
は　
、　

新　
規　
就　
農　
制　
度　
全　
体　
を　
通　
じ　
た　
課　
題　

だ
と
思
い
ま
す
。

現　
在　
の　
と　
こ　
ろ　
、　
町　
や　
公　
社　
に　
多　

く　
の　
協　
力　
を　
仰　
い　
で　
い　
ま　
す　
が　
、　
私　

自　
身　
、　
い　
つ　
ま　
で　
も　
「　
新　
規　
就　
農　

者　
」　
で　
は　
い　
ら　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　
当　
面　
の　

目　
標　
は　
、　
今　
住　
ん　
で　
い　
る　
町　
営　
住　
宅　

を　
出　
る　
こ　
と　
で　
す　
。　
一　
日　
も　
早　
く　
地　

元　
に　
溶　
け　
込　
み　
、　
よ　
り　
自　
分　
に　
合　
っ　

た　
作　
物　
や　
栽　
培　
方　
法　
の　
ヒ　
ン　
ト　
を　
つ　

か　
ん　
で　
、　
も　
う　
一　
段　
の　
飛　
躍　
に　
つ　
な　

げ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ　
れ　
か　
ら　
就　
農　
す　
る　
人　
に　
は　
、　

「　
せ　
め　
て　
本　
で　
勉　
強　
し　
て　
か　
ら　
来　
て　

ほ　
し　
い　
」　
と　
い　
い　
た　
い　
で　
す　
ね　
。　
私　

の　
専　
門　
は　
農　
業　
化　
学　
で　
、　
農　
作　
業　
の　

知　
識　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
が　
、　
少　

な　
く　
と　
も　
農　
家　
の　
人　
た　
ち　
と　
対　
等　
に　

話　
せ　
る　
話　
題　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
経　
験　

が　
な　
い　
の　
な　
ら　
、　
せ　
め　
て　
知　
識　
く　
ら　

い　
は　
身　
に　
つ　
け　
て　
お　
か　
な　
い　
と　
、　
自　

分　
が　
思　
う　
よ　
う　
な　
成　
長　
は　
望　
め　
ま　
せ　

ん
か
ら
。

い　
つ　
ま　
で　
も

新
参
者
で
は　
い
ら
れ
な　
い

農
業
を
続
け
る
こ
と
で

価
値
観
が
変
わ
っ
た

前
職　
は　
公
務
員　
と　
い　
う　
島
田
有
介　
さ　
ん　
。　「
一

度　
き　
り　
の　
人
生　
だ　
か　
ら　
、　
自
分　
の　
責
任　
で　
取　
り　

組　
め　
る　
仕
事　
を　
し　
た　
い　
」　
と　
い　
う　
思　
い　
を　
胸　
に　
、　

四
十
歳　
を　
過　
ぎ　
て　
農
業　
の　
世
界　
に　
飛
び　
込　
み　
ま　

し　
た　
。　
家
族　
を　
横
浜　
に　
残　
し　
て　
の　
単
身
赴
任　
は　

大
変　
で　
し　
た　
が　
、　
得　
た　
も　
の　
も　
大　
き　
か　
っ　
た　
と　
振　

り　
返　
り　
ま　
す　
。　
島
田　
さ　
ん　
は　
「
農
業　
を　
続　
け　
る　

う　
ち　
に　
、　
都
会　
と　
は　
違
う　
価
値
観　
を　
手　
に　
入　
れ　

た　
」　と　
語　
り　
ま　
す　
。　

新
た
な
作
物
を
求
め
て

模
索
す
る
日
々

就農九年目

「
主
力
と
言　
い　
切
れ　
る
作
物
を
見　
つ　
け
た　
い　
」　

岩
本

い

わ

も

と

丈
典

た

け

の

り

さ
ん　

就
農
三
年
目

大
学
で
農
業
化
学
を
専
攻
し
た
後
、
あ
る
団
体
に
就
職
し
て
い
た
岩

本
丈
典
さ
ん
は
、
新
規
就
農
制
度
を
知
り
、
以
前
か
ら
や
り
た
い
と
考

え
て
い
た
農
業
を
始
め
ま
し
た
。
当
初
は
ニ
ン
ジ
ン
を
作
っ
て
い
ま
し

た
が
、
相
場
の
低
迷
も
あ
っ
て
現
在
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
転
作
し
、
津

南
町
が
名
産
と
し
て
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
「
雪
味
ニ
ン
ジ
ン
」
な
ど
、

新
し
い
作
物
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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D A TA PA L

事　
例　
の　
よ　
う　
に　
「　
将　
来　
、　
農　
業　
を　
や　

り　
た　
い　
、　
農　
業　
の　
技　
術　
を　
勉　
強　
し　
た　
い　
」　

と　
考　
え　
て　
い　
る　
方　
々　
は　
、　
ど　
こ　
に　
相　
談　

に　
行　
け　
ば　
よ　
い　
か　
、　
具　
体　
的　
な　
ニ　
ー　
ズ　

に　
沿　
う　
か　
た　
ち　
で　
検　
討　
し　
て　
い　
き　
ま　
す　
。　

■
最
初
に
相
談
す
る
と
こ
ろ

①
全
国
新
規
就
農
セ
ン
タ
ー

②
都
道
府
県
新
規
就
農
セ
ン
タ
ー

農　
業　
体　
験　
や　
農　
業　
研　
修　
施　
設　
情　
報　
の　

紹　
介　
、　
新　
規　
就　
農　
者　
を　
受　
け　
入　
れ　
て　
く　

れ　
る　
市　
町　
村　
等　
の　
支　
援　
施　
策　
な　
ど　
、　

様　
々　
な　
就　
農　
関　
連　
情　
報　
が　
集　
ま　
っ　
て　
い　

ま
す
。

■
農
業
法
人
に
就
職
し
た
い

①
農
業
法
人
の
求
人
情
報

②
農
業
法
人
の
研
修
情
報

■
農
地
を
取
得
し
た
い

①
全
国
新
規
就
農
セ
ン
タ
ー

■
農
業
の
技
術
を
学
び
た
い

①
道
府
県
立
の
農
業
大
学
校

②
民
間
の
農
業
大
学
校

高　
校　
卒　
業　
後　
の　
二　
年　
コ　
ー　
ス　
、　
短　
大　
卒　

業　
後　
の　
一　
、　
二　
年　
コ　
ー　
ス　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
Ｕ　

タ　
ー　
ン　
者　
の　
た　
め　
の　
一　
年　
以　
内　
の　
短　
期　
コ　
ー　

ス　
も　
あ　
り
ま　
す　
。　

③
独
立
行
政
法
人
農
業
者
大
学
校

講　
義　
や　
演　
習　
と　
先　
進　
農　
家　
で　
の　
実　
習　

等　
を　
組　
み　
合　
わ　
せ　
た　
、　
特　
色　
あ　
る　
三　
カ　

年　
の
教
育
を
行　
っ　
て　
い　
ま
す　
。　

④
落
葉
果
樹
農
業
研
修
所

⑤
常
緑
果
樹
農
業
研
修
所

果　
樹　
農　
業　
の　
実　
践　
的　
技　
術　
を　
学　
ぶ　
一　

年
間
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑥　
（
社
）　国
際
農
業
者
交
流
協
会

海　
外　
で　
農　
業　
技　
術　
を　
学　
び　
た　
い　
方　
が　

相
談
で
き
ま
す
。

⑦
就
農
準
備
校

⑧
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ

就　
農　
準　
備　
校　
で　
は　
大　
都　
市　
圏　
で　
働　
い　

て　
い　
る　
方　
が　
、　
ア　
グ　
リ　
カ　
レ　
ッ　
ジ　
で　
は　

地　
方　
で　
働　
い　
て　
い　
る　
方　
が　
、　
現　
在　
の　
仕　

事　
を　
続　
け　
な　
が　
ら　
土　
日　
、　
夜　
間　
な　
ど　
を　

利　
用　
し　
て　
農　
業　
技　
術　
を　
学　
ぶ　
こ　
と　
が　
で　

き
ま
す
。

⑨

塾
就
農
準
備
校

パ
ソ
コ
ン
で
農
業
が
学
べ
ま
す
。

■
農
業
を
始
め
る
た
め
の

お
金
を
借
り
た
い

①
就
農
支
援
資
金

研　
修　
や　
就　
農　
準　
備　
な　
ど　
の　
た　
め　
の　
資　
金　

を
無
利
子　
で　
借
り　
る　
こ　
と　
が　
で　
き
ま
す　
。　

②
農
業
改
良
資
金

③
近
代
化
資
金

④
公
庫
資
金

（「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
編
集
室
）

新しく農業をやってみたいという方々へ

◎信濃川水力発電所（東京電力）：出力17.7万kw 運転開始　昭和14年11月
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以　
上　
。　
作　
業　
に　
は　
農　
機　
具　
を　
使　
用　
。　

国　
民　
の　
財　
産　
で　
あ　
る　
棚　
田　
の　
役　
割　

を　
見　
直　
し　
、　
先　
人　
た　
ち　
の　
知　
恵　
を　
学　

び　
、　
環　
境　
保　
全　
、　
国　
土　
保　
全　
、　
農　
村　

文　
化　
を　
考　
え　
て　
い　
く　
こ　
と　
を　
目　
的　
と　

し　
て　
、　
平　
成　
七　
年　
九　
月　
に　
全　
国　
棚　
田　

連　
絡　
協　
議　
会　
が　
設　
立　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

協　
議　
会　
は　
、　
棚　
田　（　
千　
枚　
田　
）　を　
有　

す　
る　
市　
町　
村　
、　
各　
種　
団　
体　
及　
び　
個　
人　

が　
、　
棚　
田　
を　
通　
し　
て　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
化　

を　
図　
る　
組　
織　
で　
あ　
り　
、　
主　
に　
次　
の　
よ　

う　
な　
事　
業　
を　
実　
施　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

①　
棚　
田　
に　
関　
す　
る　
情　
報　
交　
換　
、　
交　
流　

に　
関　
す　
る　
こ　
と　

②　
棚　
田　
に　
関　
す　
る　
歴　
史　
、　
実　
態　
、　
活　

用　
に　
関　
す　
る　
調　
査　

③　
講　
演　
会　
、　
講　
習　
会　
、　
サ　
ミ　
ッ　
ト　
、　

文　
化　
的　
行　
事　
等　
の　
推　
進　

全
国
棚
田
連
絡
協
議
会

全国棚田オーナー制度
棚　
田　
と　
は　
、　
山　
あ　
い　
の　
傾　
斜　
地　
を　

切　
り　
開　
き　
、　
石　
を　
積　
み　
重　
ね　
て　
土　
を　

盛　
り　
、　
谷　
の　
水　
を　
引　
い　
て　
作　
ら　
れ　
た　

よ　
う　
な　
、　
傾　
斜　
二　
十　
分　
の　
一　
以　
上　
に　

あ　
る　
水　
田　
の　
こ　
と　
を　
い　
い　
ま　
す　
。　
小　

さ　
な　
も　
の　
ま　
で　
数　
え　
れ　
ば　
千　
枚　
に　
も　

達　
す　
る　
こ　
と　
か　
ら　
「　
千　
枚　
田　
」　
と　
も　

呼　
ば　
れ　
、　
そ　
の　
風　
景　
は　
ふ　
る　
さ　
と　
の　

原　
風　
景　
と　
し　
て　
、　
日　
本　
人　
の　
心　
の　
中　

に　
刻　
ま　
れ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
山　
村　
の　
過　
疎　
化　
、　
農　
業　

の　
担　
い　
手　
の　
高　
齢　
化　
、　
後　
継　
者　
不　
足　

の　
な　
か　
で　
、　
耕　
作　
効　
率　
の　
悪　
い　
棚　
田　

は　
減　
反　
の　
対　
象　
と　
な　
り　
、　
全　
国　
約　
九　

百　
市　
町　
村　
、　
二　
十　
万　

に　
も　
及　
ぶ　
棚　

田　
の　
う　
ち　
、　
一　
〇　
％　
以　
上　
が　
既　
に　
耕　

作　
放　
棄　
さ　
れ　
て　
い　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
か　

と　
懸　
念　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
う　
し　
た　
状　
況　
の　
中　
で　
、　
も　
う　
一　

度　
棚　
田　
の　
持　
つ　
多　
面　
的　
な　
役　
割　
を　
見　

直　
し　
、　
棚　
田　
を　
守　
る　
活　
動　
が　
全　
国　
で　

少　
し　
ず　
つ　
始　
ま　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　

中　
の　
代　
表　
的　
な　
活　
動　
が　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　

ー　
制　
度　
で　
す　
。　

棚　
田　
は　
、　
農　
業　
生　
産　
の　
場　
と　
し　
て　

国　
民　
生　
活　
に　
寄　
与　
し　
て　
い　
る　
だ　
け　
で　

な　
く　
、　
国　
土　
・　
環　
境　
の　
保　
全　
、　
農　
村　

の　
美　
し　
い　
原　
風　
景　
の　
形　
成　
、　
伝　
統　
・　

文　
化　
の　
承　
継　
等　
、　
多　
面　
的　
な　
機　
能　
を　

発　
揮　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

①　
食　
料　
の　
生　
産　

②　
国　
土　
・　
自　
然　
環　
境　
の　
保　
全　

洪　
水　
防　
止　
・　
土　
砂　
流　
亡　
防　
止　
等　

③　
水　
資　
源　
の　
涵　
養　

水　
の　
貯　
蓄　
・　
水　
質　
浄　
化　
等　

④　
保　
健　
・　
休　
養　
の　
場　
の　
提　
供　

農　
作　
業　
体　
験　
を　
通　
じ　
た　
健　
康　
・　
や　

す　
ら　
ぎ　
の　
提　
供　
等　

⑤　
景　
観　
や　
文　
化　
資　
源　
の　
提　
供　

独　
特　
の　
景　
観　
美　
・　
伝　
統　
的　
稲　
作　
技　

術　
の　
承　
継　
等　

棚　
田　
地　
域　
を　
有　
す　
る　
市　
町　
村　
を　
対　

象　
と　
し　
た　
調　
査　
結　
果　
で　
は　
、　
棚　
田　
保　

全　
の　
目　
的　
は　
、　
景　
観　
の　
保　
全　
が　
最　
も　

多　
く　
、　
次　
い　
で　
土　
壌　
・　
水　
等　
の　
保　
全　
、　

生　
産　
資　
源　
の　
保　
全　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　

す　
。　
ま　
た　
、　
整　
備　
に　
関　
し　
て　
は　
、　
農　

道　
整　
備　
、　
用　
排　
水　
路　
整　
備　
、　
区　
画　
整　

理　
の　
要　
望　
が　
高　
く　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
と　
は　
、　
①　
地　

域　
の　
非　
農　
家　
や　
地　
域　
外　
住　
民　
に　
オ　
ー　

ナ　
ー　
に　
な　
っ　
て　
も　
ら　
い　
、　
②　
棚　
田　
で　
一　

定　
区　
画　
の　
水　
田　
を　
割　
り　
当　
て　
、　
③　
そ　

れ　
に　
対　
し　
て　
会　
費　
を　
徴　
収　
し　
、　
④　
収　

穫　
物　
等　
を　
オ　
ー　
ナ　
ー　
に　
手　
渡　
す　
方　
法　

を　
持　
っ　
て　
い　
る　
制　
度　
を　
言　
い　
ま　
す　
。　

棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
は　
、　
実　
施　
形　

態　
に　
よ　
り　
、　
次　
の　
四　
区　
分　
に　
分　
類　
さ　

れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

Ⅰ
　
農
業
体
験
・
交
流
型

農　
業　
体　
験　
に　
重　
き　
が　
お　
か　
れ　
、　
田　

植　
え　
、　
草　
刈　
り　
、　
稲　
刈　
り　
な　
ど　
の　
来　

訪　
が　
二　
〜　
三　
回　
。　

Ⅱ
　
農
業
体
験
・
飯
米
確
保
型

農　
業　
体　
験　
よ　
り　
む　
し　
ろ　
一　
家　
の　
飯　

米　
を　
確　
保　
す　
る　
こ　
と　
が　
主　
目　
的　
。　
田　

植　
え　
、　
草　
刈　
り　
、　
稲　
刈　
り　
な　
ど　
、　
来　

訪　
は　
二　
〜　
三　
回　
。　

Ⅲ
　
作
業
参
加
・
交
流
型

来　
訪　
の　
回　
数　
や　
作　
業　
の　
種　
類　
が　
増　

え　
、　
農　
業　
体　
験　
か　
ら　
一　
歩　
進　
ん　
だ　
類　

型　
。　
田　
起　
し　
・　
田　
植　
え　
・　
草　
刈　
り　
・　

稲　
刈　
り　
・　
脱　
穀　
な　
ど　
の　
作　
業　
に　
四　
回　

以　
上　
参　
加　
。　

Ⅳ
　
就
農
・
交
流
型

来　
訪　
頻　
度　
が　
最　
も　
多　
く　
、　
年　
十　
回　

ヘ　
ク　

タ　
ー　
ル　

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

日
本　
の　
原
風
景　
「　
棚
田　
」　
を　
守　
る　
地
方
と　
都
市　
の　
交
流
活
動

棚
田
の
多
様
な
役
割

棚
田
地
域
に
お
け
る
要
望

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
と
は

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
分
類

政
策
・
制
度

Ⅲ、Ⅳは本格的に農業に取り組む実施形態
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地域のひろば●14

「　
大　
山　
千　
枚　
田　
写　
真　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト　
」　

や　
「　
か　
か　
し　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト　
」　
の　
表　
彰　

式　
も　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
写　
真　
コ　
ン　
テ　

ス　
ト　
に　
は　
、　「　
日　
本　
が　
誇　
る　
棚　
田　
の　
美　

し　
さ　
を　
広　
く　
世　
に　
伝　
え　
た　
い　
」　
と　
願　

う　
ア　
マ　
チ　
ュ　
ア　
写　
真　
家　
の　
作　
品　
が　
多　

数　
出　
品　
さ　
れ　
、　
優　
秀　
作　
品　
は　
棚　
田　
倶　

楽　
部　
で　
販　
売　
さ　
れ　
る　
カ　
レ　
ン　
ダ　
ー　
に　

も　
採　
用　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
棚　
田　
の　
風　
景　
を　

愛　
す　
る　
写　
真　
家　
た　
ち　
も　
、　
大　
山　
千　
枚　

田　
保　
存　
会　
の　
活　
動　
を　
側　
面　
か　
ら　
支　
え　

る　
貴　
重　
な　
存　
在　
で　
す　
。　

一　
年　
間　
、　
害　
鳥　
な　
ど　
か　
ら　
田　
ん　
ぼ　

を　
守　
り　
続　
け　
た　
十　
数　
体　
の　
か　
か　
し　
は　
、　

ユ　
ニ　
ー　
ク　
さ　
を　
競　
う　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト　
終　

了　
後　
、　
地　
元　
の　
僧　
侶　
の　
太　
鼓　
と　
読　
経　

の　
な　
か　
、　
お　
た　
き　
上　
げ　
し　
て　
供　
養　
さ　

れ　
ま　
す　
。　

表　
彰　
者　
に　
は　
地　
元　
企　
業　
か　
ら　
多　
数　

の　
商　
品　
が　
贈　
ら　
れ　
、　
棚　
田　
に　
集　
ま　
る　

人　
の　
流　
れ　
に　
期　
待　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　

分　
か　
り　
ま　
す　
。　

祭　
り　
の　
最　
後　
は　
、　
恒　
例　
の　
「　
お　
米　

あ　
り　
が　
と　
う　
音　
頭　
」　。　
地　
元　
の　
人　
た　
ち　

オ
ー
ナ
ー
制
度
が
生
み
出
す

交
流
の
輪

自
分
で
作
っ
た
お
米
を

担
ぐ
喜
び

交
流
か
ら
定
住
へ
棚
田
再
生
に
よ
る
地
域
お
こ
し

「　
大
山
千
枚
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制
度　
」　

十　
月　
十　
日　
、　
大　
山　
千　
枚　
田　
の　
拠　
点　

「　
棚　
田　
倶　
楽　
部　
」　
で　
「　
平　
成　
十　
六　
年　
度　

大　
山　
千　
枚　
田　
収　
穫　
祭　
」　
が　
開　
催　
さ　
れ　

ま　
し　
た　
。　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
の　
ほ　
か　
、　

棚　
田　
ト　
ラ　
ス　
ト　
制　
度　
や　
大　
豆　
畑　
ト　
ラ　

ス　
ト　
制　
度　
の　
会　
員　
、　
今　
年　
か　
ら　
始　
ま　

っ　
た　
酒　
づ　
く　
り　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
の　
メ　

ン　
バ　
ー　
な　
ど　
、　
約　
四　
百　
人　
が　
集　
ま　
る　

ほ　
ど　
の　
盛　
況　
ぶ　
り　
で　
し　
た　
。　

鴨　
川　
市　
長　
の　
代　
理　
で　
出　
席　
し　
た　
市　

農　
林　
水　
産　
課　
・　
渡　
辺　
寿　
雄　
課　
長　
の　

「　
都　
市　
と　
の　
交　
流　
に　
よ　
り　
棚　
田　
を　
再　
生　

さ　
せ　
る　
と　
い　
う　
、　
大　
山　
千　
枚　
田　
保　
存　

会　
の　
活　
動　
に　
は　
大　
い　
に　
共　
感　
し　
、　
力　

を　
得　
て　
い　
ま　
す　
」　
と　
の　
言　
葉　
通　
り　
、　

今　
年　
鴨　
川　
市　
は　
、　
千　
枚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　

制　
度　
に　
関　
す　
る　
農　
業　
特　
区　
を　
申　
請　
し　
、　

指　
定　
を　
受　
け　
ま　
し　
た　
。　

収　
穫　
祭　
の　
主　
役　
は　
「　
新　
米　
」　。　
地　
元　

の　
主　
婦　
が　
お　
こ　
わ　
や　
お　
に　
ぎ　
り　
、　
お　

す　
し　
と　
お　
米　
を　
堪　
能　
で　
き　
る　
よ　
う　
さ　

ま　
ざ　
ま　
な　
米　
料　
理　
を　
作　
り　
、　
都　
市　
住　

民　
が　
味　
わ　
う　
。　
大　
人　
と　
子　
供　
の　
共　
同　

作　
業　
「　
も　
ち　
つ　
き　
」　
ま　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

猛　
暑　
や　
台　
風　
に　
耐　
え　
て　
米　
が　
無　
事　

に　
実　
っ　
た　
こ　
と　
を　
地　
元　
農　
家　
と　
都　
市　

住　
民　
が　
喜　
び　
、　
分　
か　
ち　
合　
い　
、　
語　
り　

合　
う　
、　
豊　
か　
な　
時　
間　
の　
流　
れ　
が　
あ　
り　

ま　
し　
た　
。　

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
◎
千
葉
県

鴨
川
市

千
葉
県
鴨
川
市　
は　
、　
房
総
半
島　
の　
南
東
部　
に　
位
置　
す　
る　
人
口
約
三
万
人　
の　
都
市　
で　
す　
。　

温
暖
な　
気
候　
と　
豊　
か　
な　
自
然　
に　
恵　
ま　
れ　
、　
内
陸　
の　
長
狭
地
区　
で　
は　
、　

名
産　「
長
狭
米
」　の　
稲
作　
が　
盛
ん　
で　
す　
。　

市
西
部　
の　
中
山
間
地
域　
に　
は　
、　「
日
本　
の　
棚
田
百
選
」　に　
も　
選
定　
さ　
れ　
た　「
大
山
千
枚
田
」　
が　
広　
が　
り　
ま　
す　
。　

今　
で　
こ　
そ
日
本　
の　
原
風
景　
と　
し　
て　
そ　
の　
価
値　
が　
見
直　
さ　
れ　
て　
い　
る　
棚
田　
で　
す　
が　
、　

傾
斜
地　
に　
小　
さ　
な　
田　
が　
段　
々　
状　
に　
続
く　
、　
作
業　
の　
効
率　
の　
悪　
い　
、　
機
械　
の　
導
入
も　
難　
し　
い　
厄
介
者　
と　
し　
て　
、　

耕
作
放
棄
地　
と　
化　
し　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

そ　
こ　
で　
、　
地
元
農
家　
は　「
大
山
千
枚
田
保
存
会
」　
を　
結
成　
、　

「
千
枚
田　（
棚
田
）　オ　
ー　
ナ　
ー　
制
度
」　
を　
作　
り　
、　
都
市
住
民　
と　
の　
交
流　
に　
よ　
る　
稲
作　
に　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
し　
ま　
し　
た　
。　

こ　
こ　
で　
は　
、　
都
市
住
民　
と　
の　
交
流　
に　
よ　
る　
棚
田
再
生　
、　
さ　
ら　
に　
は　
就
農　
に　
よ　
る　
定
住
者　
の　
確
保
を　
も　
目
指　
す

大
山
千
枚
田　
の　
棚
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制
度
を　
取　
り
上　
げ　
ま　
す　
。　

◎問い合わせ先　
特定非営利活動（NPO）法人

大山千枚田保存会
TEL:0470-99-9050

ホームページURL

http://www.senmaida.com/

農
業
特
区
申
請　
に　
ま　
で　
発
展
し　
た　

千
枚
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制
度
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棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
●
千
葉
県

鴨
川
市

地　
権　
者　
約　
二　
十　
名　
、　
地　
元　
の　
有　
志　
住　

民　
約　
百　
二　
十　
名　
に　
加　
え　
、　
公　
募　
に　
よ　

る　
都　
市　
部　
の　
支　
援　
者　
約　
三　
百　
七　
十　
名　

で　
構　
成　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

「　
棚　
田　
を　
都　
市　
住　
民　
に　
提　
供　
す　
る　
」　

こ　
ん　
な　
考　
え　
方　
が　
は　
じ　
め　
か　
ら　
あ　
っ　

た　
わ　
け　
で　
は　
な　
い　
と　
、　
石　
田　
さ　
ん　
は　

振　
り　
返　
り　
ま　
す　
。　

「　
こ　
の　
あ　
た　
り　
の　
地　
域　
お　
こ　
し　
は　

『　
都　
会　
に　
負　
け　
る　
も　
の　
か　
』　
と　
い　
う　
都　

会　
に　
対　
す　
る　
対　
抗　
意　
識　
ば　
か　
り　
強　
い　

も　
の　
で　
し　
た　
。　
都　
会　
の　
人　
が　
棚　
田　
の　

よ　
さ　
を　
わ　
か　
っ　
て　
く　
れ　
る　
な　
ど　
と　
は　

考　
え　
も　
し　
な　
か　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　
し　
か　

し　
、　
十　
数　
年　
前　
都　
会　
か　
ら　
鴨　
川　
に　
移　

住　
し　
て　
農　
業　
を　
始　
め　
た　
人　
か　
ら　
、　『　
都　

会　
と　
田　
舎　
と　
の　
親　
せ　
き　
づ　
き　
あ　
い　
』　

と　
い　
う　
発　
想　
を　
教　
え　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　

棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
は　
『　
都　
会　
人　
は　

仲　
間　
』　
と　
い　
う　
発　
想　
の　
転　
換　
が　
生　
み　

出　
し　
た　
も　
の　
な　
の　
で　

す　
」　し　

か　
し　
、　
対　
抗　
意　

識　
を　
捨　
て　
、　
都　
市　
の　

住　
民　
の　
力　
を　
借　
り　
て　

棚　
田　
を　
守　
る　
と　
い　
う　

考　
え　
は　
、　
地　
元　
の　
理　

解　
を　
得　
る　
の　
が　
大　
変　

で　
し　
た　
。　

「　
地　
権　
者　
に　
『　
土　
地　

を　
貸　
り　
た　
い　
』　
と　
頼　

ん　
で　
も　
、　
不　
思　
議　
そ　

う　
な　
顔　
を　
さ　
れ　
る　
だ　

け　
で　
し　
た　
。　
都　
会　
の　

住　
民　
に　
棚　
田　
を　
貸　
す　

こ　
と　
が　
地　
域　
お　
こ　
し　

に　
つ　
な　
が　
る　
な　
ん　

て　
、　
想　
像　
す　
ら　
で　
き　

な　
か　
っ　
た　
の　
で　
し　
ょ　
う　
」　

説　
得　
の　
決　
め　
手　
に　
な　
っ　
た　
の　
は　
、　

「　
自　
分　
の　
子　
供　
で　
さ　
え　
耕　
さ　
な　
い　
田　
ん　

ぼ　
で　
、　
米　
を　
作　
っ　
て　
み　
た　
い　
と　
い　
う　

都　
会　
の　
人　
が　
た　
く　
さ　
ん　
い　
る　
ん　
だ　
」　

こ　
の　
石　
田　
さ　
ん　
の　
言　
葉　
で　
し　
た　
。　

平　
成　
十　
一　
年　
に　
は　
、　
大　
山　
千　
枚　
田　

が　
農　
林　
水　
産　
省　
の　
「　
日　
本　
の　
棚　
田　
百　

選　
」　
に　
選　
ば　
れ　
、　
東　
京　
に　
最　
も　
近　
い　

棚　
田　
と　
し　
て　
注　
目　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
地　

元　
に　
も　
棚　
田　
に　
対　
す　
る　
誇　
り　
が　
生　
ま　

れ　
、　
同　
年　
の　
秋　
に　
は　
、　
三　
十　
九　
区　
画　

四　
十　
六　
枚　
の　
棚　
田　
を　
選　
び　
、　
一　
区　
画　

約　
百　
平　
方　

を　
三　
万　
円　
で　
募　
集　
し　
た　

と　
こ　
ろ　
、　
予　
想　
を　
は　
る　
か　
に　
上　
回　
る　

百　
七　
十　
名　
以　
上　
の　
応　
募　
が　
あ　
り　
、　
三　

十　
九　
名　
の　
オ　
ー　
ナ　
ー　
が　
選　
考　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
。　

ま　
た　
、　
平　
成　
十　
二　
年　
に　
は　
地　
域　
農　

業　
基　
盤　
確　
立　
農　
業　
構　
造　
改　
革　
事　
業　

（　
農　
業　
資　
源　
活　
用　
型　
）　
を　
利　
用　
し　
て　
、　

棚　
田　
の　
管　
理　
施　
設　
「　
棚　
田　
倶　
楽　
部　
」　

が　
完　
成　
し　
、　
オ　
ー　
ナ　
ー　
の　
み　
な　
ら　
ず　
、　

棚　
田　
を　
訪　
れ　
る　
人　
々　
の　
憩　
い　
の　
拠　
点　

と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

平　
成　
十　
二　
年　
の　
米　
作　
り　
の　
季　
節　
に　

は　
、　
オ　
ー　
ナ　
ー　
た　
ち　
は　
家　
族　
や　
友　
達　

を　
連　
れ　
て　
田　
ん　
ぼ　
に　
集　
ま　
り　
、　
棚　
田　

は　
何　
十　
年　
ぶ　
り　
か　
の　
活　
況　
を　
取　
り　
戻　

し　
ま　
し　
た　
。　
さ　
ら　
に　
、　
田　
植　
え　
や　
稲　

刈　
り　
だ　
け　
参　
加　
し　
た　
い　
と　
い　
う　
人　
や　
、　

見　
学　
ツ　
ア　
ー　
な　
ど　
も　
多　
数　
訪　
れ　
、　
棚　

田　
の　
持　
つ　
魅　
力　
の　
大　
き　
さ　
が　
証　
明　
さ　

れ　
ま　
し　
た　
。　

初　
年　
度　
の　
成　
功　
を　
受　
け　
、　
翌　
平　
成　

十　
三　
年　
度　
分　
か　
ら　
は　
百　
十　
二　
区　
画　
、　

百　
三　
十　
枚　
の　
棚　
田　
を　
用　
意　
し　
ま　
し　
た　
。　

マ　
ス　
コ　
ミ　
の　
取　
材　
の　
効　
果　
も　
あ　
り　
、　
翌　

年　
度　
以　
降　
も　
好　
評　
を　
博　
し　
ま　
し　
た　
。　

平　
成　
十　
六　
年　
現　
在　
、　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　

は　
百　
三　
十　
六　
名　
。　
日　
本　
一　
の　
規　
模　
で　

あ　
り　
、　
毎　
年　
、　
募　
集　
を　
は　
る　
か　
に　
上　
回　

る　
応　
募　
者　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
オ　
ー　
ナ　
ー　

は　
八　
割　
以　
上　
が　
東　
京　
、　
神　
奈　
川　
や　
千　

葉　
以　
北　
の　
住　
民　
で　
、　
都　
市　
部　
と　
の　
交　

流　
と　
い　
う　
目　
的　
は　
達　
成　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

大　
山　
千　
枚　
田　
の　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　

度　
に　
は　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　
特　
徴　
が　
あ　
り　

ま　
す　
。　

制　
度　
の　
開　
始　
時　
に　
は　
農　
地　
法　
の　
制　

約　
が　
あ　
り　
、　
市　
が　
農　
家　
か　
ら　
農　
地　
を　
借　

り　
上　
げ　
、　
市　
が　
オ　
ー　
ナ　
ー　
個　
人　
と　
農　
地　

利　
用　
契　
約　
を　
結　
ぶ　
形　
態　
を　
と　
り　
ま　
し　

メ　
ー　

ト　
ル　

都
市
住
民
は
仲
間

発
想
の
転
換
が

制
度
を
生
み
出
す

都
市
住
民
の
力
を
借
り
て

蘇　
っ　
た
棚
田
、　
実　
っ　
た
稲
穂

9月

上旬

稲刈り１０月

上旬

収穫祭 7月

中旬
8月

下旬

草刈り

オ
ー
ナ
ー
制
度
の
特
徴

も　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
た　
ち　
も　
、　
一　
つ　
の　

輪　
に　
な　
り　
踊　
り　
ま　
す　
。　
そ　
し　
て　
、　
新　

米　
の　
引　
き　
渡　
し　
で　
す　
。　
例　
年　
、　
棚　
田　

オ　
ー　
ナ　
ー　
が　
持　
ち　
帰　
れ　
る　
お　
米　
は　
一　

人　
平　
均　
約　
三　
六　

。　
棚　
田　
ト　
ラ　
ス　

ト　
の　
メ　
ン　
バ　
ー　
は　
、　
同　
じ　
三　
六　

が　
参　
加　
口　
数　
に　
応　
じ　
て　
均　
等　
に　
配　
分　

さ　
れ　
ま　
す　
。　

参　
加　
者　
の　
瞳　
が　
い　
ち　
ば　
ん　
輝　
く　
の　

は　
、　
お　
米　
を　
受　
け　
取　
る　
と　
き　
。　
春　
の　

田　
植　
え　
か　
ら　
夏　
の　
草　
刈　
り　
、　
秋　
の　
稲　

刈　
り　
に　
至　
る　
ま　
で　
、　
自　
分　
の　
手　
で　
作　

り　
上　
げ　
た　
お　
米　
を　
手　
に　
す　
る　
瞬　
間　
で　

グ　
ラ

ム　

キ
ロ

グ　
ラ

ム　

キ
ロ

二　

、　
棚　
田　
の　
枚　
数　
は　
三　
百　
七　
十　
五　

枚　
で　
す　
。　
傾　
斜　
地　
に　
あ　
る　
う　
え　
、　
区　
画　

が　
狭　
く　
、　
形　
も　
一　
定　
で　
な　
い　
棚　
田　
で　
は　

機　
械　
の　
導　
入　
が　
難　
し　
く　
、　
省　
力　
化　
が　
進　

み　
ま　
せ　
ん　
。　
そ　
の　
た　
め　
、　
高　
齢　
化　
に　
よ　

る　
耕　
作　
放　
棄　
や　
後　
継　
者　
不　
足　
は　
一　
層　

深　
刻　
で　
、　
目　
に　
見　
え　
て　
休　
耕　
地　
や　
荒　
廃　

地　
が　
増　
加　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

地　
元　
の　
組　
合　
は　
農　
産　
物　
直　
売　
所　
の　

開　
設　
や　
グ　
リ　
ー　
ン　
ツ　
ー　
リ　
ズ　
ム　
の　
受　

け　
入　
れ　
を　
試　
み　
ま　
し　
た　
が　
、　
地　
域　
外　

の　
人　
を　
取　
り　
込　
む　
ほ　
ど　
の　
効　
果　
は　
な　

く　
長　
続　
き　
し　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
。　

平　
成　
六　
年　
に　
は　
、　
複　
数　
の　
地　
元　
組　

合　
が　
集　
ま　
っ　
て　
、　
市　
に　
対　
し　
て　
新　
し　

い　
直　
売　
所　
の　
開　
設　
や　
農　
産　
物　
加　
工　
施　

設　
の　
整　
備　
を　
働　
き　
か　
け　
ま　
し　
た　
。　
そ　

れ　
を　
受　
け　
て　
、　
平　
成　
七　
年　
、　
市　
の　
農　

林　
水　
産　
課　
は　
、　
農　
林　
水　
産　
省　
の　
地　
域　

農　
業　
基　
盤　
確　
立　
農　
業　
構　
造　
改　
善　
事　
業　

制　
度　
の　
方　
向　
性　
を　
ふ　
ま　
え　
た　
「　
鴨　
川　

リ　
フ　
レ　
ッ　
シ　
ュ　
ビ　
レ　
ッ　
ジ　
構　
想　
」　
を　

ま　
と　
め　
、　
翌　
平　
成　
八　
年　
に　
は　
国　
庫　
補　

助　
事　
業　
と　
し　
て　
採　
択　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
構　
想　
の　
柱　
の　
一　
つ　
が　
棚　
田　
の　

管　
理　
施　
設　
の　
整　
備　
で　
す　
。　
大　
山　
地　
区　

で　
も　
構　
想　
を　
受　
け　
て　
棚　
田　
保　
全　
へ　
の　

取　
り　
組　
み　
を　
始　
め　
、　
平　
成　
九　
年　
に　
は　

任　
意　
団　
体　
と　
し　
て　
大　
山　
千　
枚　
田　
保　
存　

会　
が　
発　
足　
し　
ま　
し　
た　
。　
保　
存　
会　
は　
、　

ヘ　
ク　

タ　
ー　
ル　

す　
。　
慣　
れ　
な　
い　
手　
つ　
き　
で　
重　
い　
米　
袋　
を　

担　
ぎ　
な　
が　
ら　
、　
満　
足　
げ　
な　
笑　
顔　
で　
帰　
っ　

て　
行　
く　
参　
加　
者　
の　
列　
が　
続　
き　
ま　
し　
た　
。　

収　
穫　
祭　
の　
に　
ぎ　
わ　
い　
、　
そ　
れ　
だ　
け　

が　
制　
度　
の　
目　
的　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
が　
地　
域　
を　
興　
し　
、　
こ　

の　
地　
に　
定　
住　
を　
望　
む　
者　
を　
発　
掘　
す　
る　

こ　
と　
、　
こ　
れ　
が　
真　
の　
目　
的　
で　
す　
。　
制　

度　
創　
設　
の　
経　
緯　
や　
し　
く　
み　
、　
狙　
い　
に　

つ　
い　
て　
、　
Ｎ　
Ｐ　
Ｏ　
大　
山　
千　
枚　
田　
保　
存　

会　
の　
石　
田　
三　
示　
理　
事　
長　
に　
お　
伺　
い　
し　

ま　
し　
た　
。　

大　
山　
千　
枚　
田　
の　
水　
田　
面　
積　
は　
約　
三　
・　

交
流
か
ら
定
住　
へ　

定
住
者
発
掘
が
制
度　
の　
狙　
い　

田
ん
ぼ
を
守
り
た　
い

安
易
な
グ
リ
ー　
ン　
ツ
ー
リ
ズ　
ム

で
は
だ
め
だ　
っ　
た

3月

中旬

田おこし5月

中旬

田植え6月

上旬

草刈り

特定非営利活動（N P O）法人大山千枚田保存会　理事長

石田
い し だ

三示
み つ じ

さん
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棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
●
千
葉
県

鴨
川
市

棚田オーナーは
こんな人たち

く　
、　
オ　
ー　
ナ　
ー　
よ　
り　
も　
横　
の　
つ　
な　
が　

り　
が　
密　
な　
ほ　
ど　
で　
す　
」　

ほ　
か　
に　
も　
、　
大　
豆　
畑　
ト　
ラ　
ス　
ト　
制　

度　
や　
、　
酒　
米　
を　
作　
る　
酒　
づ　
く　
り　
オ　
ー　

ナ　
ー　
制　
度　
な　
ど　
、　
数　
多　
く　
の　
制　
度　
が　

作　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
棚　
田　
に　
人　
が　
集　
ま　

る　
の　
を　
見　
て　
、　
畑　
地　
を　
貸　
し　
た　
い　
と　
い　

う　
人　
も　
現　
れ　
始　
め　
、　
畑　
に　
よ　
る　
オ　
ー　

ナ　
ー　
制　
度　
の　
検　
討　
も　
進　
ん　
で　
い　
ま　
す　
。　

大　
山　
千　
枚　
田　
の　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　

度　
の　
定　
員　
は　
、　
現　
在　
は　
百　
三　
十　
六　
名　
、　

毎　
年　
の　
新　
規　
は　
十　
数　
人　
分　
し　
か　
あ　
り　

ま　
せ　
ん　
。　
多　
数　
の　
応　
募　
に　
応　
え　
る　
た　

め　
、　
周　
辺　
の　
集　
落　
で　
も　
同　
様　
の　
制　
度　

を　
創　
設　
し　
て　
、　
保　
存　
会　
か　
ら　
の　
紹　
介　

で　
オ　
ー　
ナ　
ー　
を　
集　
め　
は　
じ　
め　
ま　
し　
た　
。　

「　
各　
集　
落　
に　
は　
、　『　
田　
ん　
ぼ　
で　
稼　
ぐ　
こ　

と　
が　
目　
的　
で　
は　
な　
い　
、　
人　
を　
集　
め　
る　

こ　
と　
が　
集　
落　
に　
と　
っ　
て　
大　
切　
な　
ん　
だ　
』　

と　
口　
を　
酸　
っ　
ぱ　
く　
し　
て　
言　
い　
聞　
か　
せ　

て　
い　
ま　
す　
。　
集　
落　
ご　
と　
の　
特　
色　
を　
出　

し　
、　
農　
作　
業　
の　
面　
倒　
を　
し　
っ　
か　
り　
見　

て　
運　
営　
す　
れ　
ば　
、　
人　
は　
必　
ず　
定　
着　
し　

て　
く　
れ　
ま　
す　
。　
実　
際　
、　
大　
山　
千　
枚　
田　

と　
同　
様　
、　
多　
く　
の　
オ　
ー　
ナ　
ー　
が　
翌　
年　

度　
へ　
の　
更　
新　
を　
希　
望　
し　
て　
い　
ま　
す　
」　

都　
市　
と　
の　
交　
流　
で　
棚　
田　
を　
保　
全　
す　

る　
と　
い　
う　
目　
標　
を　
達　
成　
し　
た　
棚　
田　
オ　

ー　
ナ　
ー　
制　
度　
で　
す　
が　
、　
石　
田　
さ　
ん　
は　

「　
交　
流　
が　
本　
来　
の　
目　
的　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　

ん　
」　
と　
強　
調　
し　
ま　
す　
。　

「　
い　
ち　
ば　
ん　
大　
事　
な　
こ　
と　
は　
、　
将　
来　
、　

地　
元　
が　
『　
こ　
の　
人　
に　
来　
て　
ほ　
し　
い　
』　

と　
思　
う　
人　
が　
定　
住　
し　
て　
く　
れ　
る　
こ　
と　

で　
す　
。　
五　
年　
間　
交　
流　
を　
続　
け　
れ　
ば　
、　

農　
家　
の　
人　
柄　
も　
分　
か　
っ　
て　
も　
ら　
え　
ま　

す　
。　
そ　
の　
上　
で　
『　
定　
住　
し　
た　
い　
』　
と　

言　
っ　
て　
く　
れ　
る　
人　
な　
ら　
、　
地　
元　
も　
安　

心　
し　
て　
迎　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
」　

鴨　
川　
に　
移　
り　
住　
ん　
だ　
オ　
ー　
ナ　
ー　
は　
、　

定　
年　
組　
、　
若　
者　
を　
合　
わ　
せ　
て　
計　
四　
名　

で　
す　
。　
さ　
ら　
に　
、　
都　
会　
に　
も　
住　
居　
を　

持　
つ　
半　
定　
住　
の　
人　
や　
土　
地　
を　
探　
し　
て　

い　
る　
人　
を　
含　
め　
れ　
ば　
、　
そ　
の　
数　
は　
倍　

以　
上　
に　
の　
ぼ　
り　
ま　
す　
。　

「　
地　
域　
に　
は　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
個　
性　
が　
必　

要　
で　
す　
。　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
に　
は　
、　
大　

学　
教　
授　
や　
気　
象　
予　
報　
士　
な　
ど　
の　
多　
彩　

な　
人　
材　
が　
そ　
ろ　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　

人　
た　
ち　
に　
力　
を　
借　
り　
な　
が　
ら　
、　
鴨　
川　

の　
地　
域　
お　
こ　
し　
を　
進　
め　
て　
い　
く　
こ　
と　

が　
、　
棚　
田　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
の　
究　
極　
の　

目　
標　
で　
あ　
り　
、　
私　
た　
ち　
の　
夢　
で　
も　
あ　

る　
の　
で　
す　
」　

法政大学人間環境学部・環境サークルの皆さん
サークルで1 9 0平方㍍の棚田のオーナーとなり、月一回は訪れ

ています。田植えは、今や新入生歓迎の恒例行事となりました。

収穫祭などの準備では、前日から泊まり込んで手伝いをする

代わり、宿泊費を免除してもらっています。O Bの中には、保存

会の運営に加わって活躍している人もいます。

東京都大田区から来た越智さん
雑誌で棚田オーナー制度

を知って申し込み、今年で

五年目になります。ご夫婦

そろって、年に六回ほどは

棚田を訪れます。

「五年間通ったので、一通

りのことは自分でできるよ

うになりました」と語る越

智さん。手作りの農業にす

っかり魅せられています。

千葉県船橋市から来た
小原さん父娘と岩浅さん一家

ご近所同士の小原さんと岩浅さんは、「農家の手助けがなけれ

ば、とてもお米は作れません」と、地元農家に感謝します。

「子供たちに、土に触れて作物を作る喜びをもっと教えたいで

すね」と、今後も続ける予定です。最近では子供たちもお米の

大切さが身に染みたらしく、こぼしたご飯も拾って、一粒残ら

ず食べるようになりました。

既
に
四
名
が
定
住

若
者
も
移
り
住
ん
で
き
た

た　（　
右　
図　
参　
照　
）　。　
更　
新　
期　
間　
も　
農　
地　

法　
の　
制　
約　
か　
ら　
最　
大　
五　
年　
間　
で　
す　
。　

棚　
田　
の　
管　
理　
や　
制　
度　
運　
営　
は　
大　
山　

千　
枚　
田　
保　
存　
会　
が　
請　
け　
負　
い　
、　
農　
作　

業　
の　
指　
導　
や　
オ　
ー　
ナ　
ー　
と　
の　
交　
流　
は　

保　
存　
会　
に　
所　
属　
す　
る　
地　
元　
農　
家　
が　
行　

い　
ま　
す　
。　

現　
在　
は　
大　
山　
千　
枚　
田　
に　
加　
え　
周　
辺　

四　
集　
落　
の　
棚　
田　
の　
エ　
リ　
ア　
が　
全　
国　
で　

も　
珍　
し　
い　
棚　
田　
に　
関　
す　
る　
農　
業　
特　
区　

に　
指　
定　
さ　
れ　
、　
平　
成　
十　
六　
年　
度　
か　
ら　

周　
辺　
四　
集　
落　
の　
棚　
田　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

農　
業　
特　
区　
の　
制　
度　
を　
活　
用　
し　
て　
地　
元　

農　
家　
と　
オ　
ー　
ナ　
ー　
と　
の　
直　
接　
契　
約　
や　

五　
年　
間　
を　
超　
え　
る　
更　
新　
も　
可　
能　
と　
な　

り　
、　
本　
格　
的　
な　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
を　
実　

現　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

オ　
ー　
ナ　
ー　
は　
、　
年　
八　
回　
の　
作　
業　
日　
に　

現　
地　
に　
足　
を　
運　
び　
、　
積　
極　
的　
に　
田　
ん　
ぼ　

に　
入　
っ　
て　
農　
作　
業　
を　
行　
う　
の　
が　
原　
則　
で　

す　
が　
、　
無　
理　
な　
と　
き　
は　
地　
元　
農　
家　
が　

応　
援　
し　
ま　
す　
。　
地　
元　
農　
家　
の　
指　
導　
に　

よ　
る　
農　
作　
業　
な　
の　
で　
、　
農　
業　
の　
未　
経　
験　

者　
で　
も　
安　
心　
し　
て　
取　
り　
組　
め　
ま　
す　
。　

オ　
ー　
ナ　
ー　
と　
保　
存　
会　
と　
が　
交　
流　
を　

通　
じ　
て　
、　
協　
力　
し　
な　
が　
ら　
棚　
田　
の　
耕　

作　
を　
継　
続　
し　
、　
美　
し　
い　
景　
観　
を　
保　
全　

す　
る　
こ　
と　
が　
目　
的　
な　
の　
で　
、　
一　
定　
の　

収　
穫　
を　
約　
束　
す　
る　
制　
度　
で　
は　
な　
い　
こ　

と　
も　
特　
徴　
の　
一　
つ　
で　
す　
。　

収　
穫　
よ　
り　
も　
、　
子　
供　
へ　
の　
環　
境　
教　

育　
、　
あ　
る　
い　
は　
将　
来　
の　
田　
舎　
暮　
ら　
し　

の　
足　
が　
か　
り　
に　
な　
る　
こ　
と　
を　
考　
え　
て　

い　
る　
制　
度　
で　
す　
。　

オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
の　
予　
備　
軍　
を　
想　
定　

し　
て　
創　
設　
さ　
れ　
た　
棚　
田　
ト　
ラ　
ス　
ト　
制　

度　
は　
、　
オ　
ー　
ナ　
ー　
制　
度　
の　
成　
功　
の　
証　

と　
い　
え　
る　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　
一　
口　

三　
万　
円　
の　
参　
加　
費　
で　
、　
田　
ん　
ぼ　
五　
反　

を　
五　
十　
口　
（　
一　
口　
当　
た　
り　
百　
平　
方　

）　

で　
ト　
ラ　
ス　
ト　
し　
、　
共　
同　
作　
業　
で　
稲　
作　

を　
行　
う　
し　
く　
み　
で　
す　
。　
日　
常　
の　
管　
理　

は　
保　
存　
会　
が　
行　
い　
、　
収　
穫　
し　
た　
お　
米　

は　
参　
加　
口　
数　
に　
応　
じ　
て　
均　
等　
に　
配　
分　

さ　
れ　
ま　
す　
。　「　
気　
軽　
に　
稲　
作　
を　
体　
験　
し　

た　
い　
」　
と　
い　
う　
層　
を　
中　
心　
に　
、　
オ　
ー　

ナ　
ー　
制　
度　
と　
は　
違　
っ　
た　
人　
気　
を　
集　
め　

て　
い　
ま　
す　
。　

「　
田　
ん　
ぼ　
に　
来　
る　
こ　
と　
は　
『　
義　
務　
』　

で　
な　
く　
『　
権　
利　
』　
で　
す　
。　
稲　
作　
を　
楽　

し　
む　
権　
利　
を　
買　
う　
と　
思　
え　
ば　
、　
自　
然　

に　
足　
も　
向　
く　
は　
ず　
で　
す　
。　
共　
同　
作　
業　

は　
棚　
田　
を　
愛　
す　
る　
仲　
間　
と　
知　
り　
合　
え　

る　
場　
で　
も　
あ　
る　
た　
め　
、　
参　
加　
率　
は　
高　

メ　
ー　

ト　
ル　

オ
ー
ナ
ー
か
ら

ト
ラ　
ス
ト
制
度　
へ　

交
流
が
生
ん
だ
制
度
の
広
が
り

棚田オーナー制度の仕組み

左：小原さん父娘　右：岩浅さん一家



21●地域のひろば 地域のひろば●20

「地域のひろば」で、「ふるさとじまん」を紹介します。
皆様の地域の「ふるさとじまん」の写真とコメントをどしどしお寄せください。

お問い合わせ先 電源地域振興センター 企画調査部広報課

電話 0 3 - 5 5 6 2 - 9 7 3 0 FAX  03-5562-9802 e-mail  kouhou@div.dengen.or.jp

秋
田
県

八
竜
町

千
葉
県

袖
ケ
浦
市

■砂丘温泉ゆめろん
◎電話　0185-85-4126
◎URL http://www.shirakami.or.jp/̃yumeron/

八
竜
町
は
秋
田
県
北
部
に
位
置
し
、

日
本
海
と
八
竜
湖
に
面
し
た
平
地
農

村
地
帯
で
す
。
メ
ロ
ン
が
特
産
品
で
、

六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
メ
ロ
ン

の
収
穫
期
で
、
購
入
に
訪
れ
る
観
光

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

メ
ロ
ン
を
使　
っ　
た
特
産
品
と
し
て

開
発
し
た
ワ　
イ
ン
は
、　
降
り
注
ぐ
太
陽

の
も
と
、　
日
本
海
に
面
し
た
砂
丘
畑
で

育　
っ　
た
、　
高
級
メ
ロ
ン
を
ぜ
い
た
く

に
使　
っ　
て
い
る
た
め　
「
太
陽
の
し
ず

く
」　
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。　

冷
た
く
ひ
や
し
て
お
召
し
上
が

り
く
だ
さ
い
。
甘
く
て
さ
わ
や
か

な
メ
ロ
ン
の
香
味
が
際
立
つ
逸
品

で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を
低
く

抑
え
え
て
い
る
の
で
、
女
性
に
も

人
気
が
あ
り
ま
す
。

販
売
は
町
の
唯
一
の
温
泉　
「
砂
丘
温

泉
ゆ
め
ろ
ん
」　で
取
り
扱　
っ　
て
い
ま
す　
。　

日
本
海
や
世
界
遺
産
の
白
神
山
地
な

ど
を
一
望
で
き
る
高
台
に
位
置
し
て

い
て
す
が
す
が
し
い
気
分
に
浸
れ
ま

す　
。　
お
風
呂
に
入　
っ　
て
白
神
山
地
を
眺

め
な
が
ら　
「
太
陽
の
し
ず
く
」　
を
味
わ

う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

福
井
県

あ　
わ　
ら　
市

山
口
県

福
栄
村

■福栄村役場　企画調整課
◎電話　0838-52-0122
◎URL http://www.joho-yamaguchi.or.jp/fukuesho/index.html（福栄村商工会）

■福の里企業組合
◎電話　0838-53-0824

鉄
道
も
国
道
な
い
。
も
ち
ろ
ん
コ

ン
ビ
ニ
も
な
い
。
信
号
機
は
一
つ
あ

る
だ
け
。
赤
瓦
の
家
屋
と
竹
林
が
の

ど
か
な
田
園
に
映
え
る
。

「
人
に
と
っ
て
お
き
の
村
」
福
栄
村

に
、
平
成
九
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道

の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
え
」
の
売
店

で
、
現
在
、
ひ
と
き
わ
注
目
を
集
め

て
い
る
商
品
が
「
お
炭
つ
き
」
で
す
。

「
お
炭
つ
き
」
は
、
松
ぼ
っ
く
り
、
ク

リ
の
イ
ガ
を
は
じ
め
、
ナ
ス
、
カ
ボ

チ
ャ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
野
菜

ま
で
自
然
の
産
品
を
そ
の
ま
ま
「
炭
」

に
し
た
も
の
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
グ
ッ

ズ
と
し
て
最
適
で
す
。
ま
た
、
か
ご

の
底
に
は
除
湿
効
果
の
強
い
竹
炭
が

た
く
さ
ん
敷
い
て
あ
り
、
お
部
屋
の

脱
臭
や
浄
化
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

生
産
者
は
、　
特
産
品
生
産
グ
ル
ー

プ　
「
福
の
里
企
業
組
合
」　
の
女
性
た
ち

で
、　
平
成
十
五
年
一
月
に
企
業
組
合

に
な
り
、　
ま
す
ま
す
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す　
。　「
お
炭
つ
き
」　
を
始
め
と

す
る
特
産
品
を
一
品
一
品
、　
心
を
込

め
て
手
作
り
で
生
産
し
て
い
ま
す
。　

■あわら市役所　市長室　政策調整課
◎電話　 0776-73-8001
◎URL http://www.city.awara.fukui.jp/

あ
わ
ら
市
は
、
平
成
十

六
年
三
月
一
日
に
旧
芦

原
・
金
津
町
が
合
併
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
美
し
い

日
本
海
、
静
か
な
湖
や

川
、
緑
豊
か
な
山
々
、
優

れ
た
泉
質
の
温
泉
、
太
陽

を
い
っ
ぱ
い
浴
び
た
農
作
物

な
ど
、
自
然
の
恵
み
に
あ
ふ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
肥
沃
で
広

大
な
穀
倉
坂
井
平
野
は
、
福
井
県

で
育
種
さ
れ
全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
米

と
な
っ
た
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
中
心

と
し
た
稲
作
を
基
幹
作
物
と
し
て
い

ま
す
。
坂
井
北
部
丘
陵
地
で
は
越
前

柿
、
越
の
ル
ビ
ー
（
ミ
デ
ィ
ー
ト
マ

ト
）、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
ナ
シ
な
ど

果
実
を
は
じ
め
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

梅

梅
な
ど
の
野
菜
や
花
卉
の
畑
作
園
芸

も
盛
ん
な
地
域
で
す
。

秋
の
味
覚
の
女
王
は
、
越
前
柿
で

す
。
平
種
無
と
い
う
四
角
い
形
が
特

徴
の
渋
柿
を
二
酸
化
炭
素
に
よ
る

「
ガ
ス
脱
渋
」
で
一
週
間
か
け
て
行
う

こ
と
に
よ
り
、
日
持
ち
の
よ
い
「
あ

わ
せ
柿
」
と
な
り
、
み
ず
み
ず
し
く

お
い
し
い
ま
ま
の
状
態
で
皆
様
に
お

届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

柿
は
ヘ
ル
シ
ー
フ
ル
ー
ツ
の
横
綱
。

「
柿
が
赤
く
な
る
と
医
者
が
青
く
な

る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自然の物をそのまま
炭にしてしまいました！

「お炭つき」。季節によって
内容物は多少異なります

「福の里企業組合」のみなさん

越のルビー

知
恵　
と　
丹
精　
で　

秋　
の　
味
覚　
の　
女
王　
に　
！

越前柿

袖
ケ
浦
市
内
で
生
産
さ

れ
る
農
畜
産
物
を
材
料
に

し
て
、
袖
ケ
浦
の
お
か
あ

さ
ん
た
ち
が
心
を
込
め
て

作
る
「
た
ち
ば
な
ひ
め
弁

当
」。
太
巻
き
寿
司
や
野
菜

の
か
き
揚
げ
、
煮
物
な
ど

季
節
に
よ
っ
て
内
容
が
変

わ
り
ま
す
。
四
季
を
感
じ

る
袖
ケ
浦
百
パ
ー
セ
ン
ト

の
お
弁
当
で
す
。
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、　
特
産
品
と
し
て
は
、　
自
然
派

志
向
に
ぴ　
っ　
た
り
の
、　
低
塩
で
保
存
料

を
一
切
使
わ
な
い　
「
手
作
り
み
そ
」　
や
、　

お
弁
当
の
お
か
ず
や

お
酒
の
お
つ
ま
み
に
最
適
な　
「
い
ん
げ

ん
の
つ
く
だ
煮
」　（
甘
口
、　
甘
さ
控
え

め
あ
り
）　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。　

「
い
ん
げ
ん　
の　
つ　
く
だ
煮
」

（問合せ先）
■袖ケ浦市観光協会（袖ケ浦市役所経済振興課）
◎電話　0438-62-2111 内線365
◎URL http://www.city.sodegaura.chiba.jp/

（注文先）
■JAきみつ平川経済センター
◎電話　0438-75-2001

「
手
作
り
み
そ
」

高級メロンを原料に使った
メロンワイン「太陽のしずく」

はいかが！

「たちばなひめ弁当」
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な
ぜ
、
自
信
を
持
っ
て
送
り
出
し
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
評
価
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
？

地
域
資
源
活
用
の
第
一
歩
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
「
他
と
は
こ
こ
が
違
う
」
と
い
う
違
い

を
客
観
的
に
認
識
し
、
自
分
た
ち
の
地
域
や
産

品
を
冷
静
な
目
で
分
析
す
る
こ
と
で
す
。
小
さ

な
違
い
で
も
、
そ
れ
を
強
調
し
て
ア
ピ
ー
ル
力

を
高
め
る
こ
と
で
差
別
化
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
あ
え
て
違
い
を
強
調
し
な
く
て

も
「
A  
町
の
○
○
」
と
し
て
認
知
さ
れ
れ
ば
、

ま
さ
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
誕
生
で
す
。

違
い
の
ア
ピ
ー
ル
に
必
要
な
の
は
、
対
象
と

な
る
顧
客
や
P
R
方
法
を
考
え
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
発
想
で
す
。
地
域
産
品
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
生
産
者

の
立
場
だ
け

で
考
え
て
い

て
は
顧
客
を

失
い
ま
す
。

顧
客
の
姿
を

見
定
め
、
効

率
的
に
訴

え
、
継
続
的

な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
を
整
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ　
の
検
討
会　
で
は　
、　
そ　
れ
ぞ　
れ　
の
地
域
が
持　
つ　

資
源　
の
付
加
価
値
を
高
め　
、　
地
域
ブ
ラ　
ン
ド　
へ　
と

育
て
上
げ
て
ゆ
く
ノ　
ウ　
ハ　
ウ
を
学
び
ま
し
た
。　

信濃川水力発電所

地
域
資
源
活
用
検
討
会

情
報　
ク　
リ　
ッ　
プ　

エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
プ　
ラ　
ザ　
2
0
0
4
宮
城　
・　
女
川

お

な

が

わ

町

今
年
で
十
九
回
目
を
迎
え
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

プ
ラ
ザ
2
0
0
4
宮
城
・
女
川

お
な
が
わ

町
」
を
去
る
十

月
二
十
七
日
（
水
）
か
ら
二
十
九
日
（
金
）
ま

で
宮
城
県
女
川
町
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
に
は
全
国
か
ら

五
百
六
十
名
に
上
る
電
源
立
地
地
域
の
関
係
者

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、「
地
域
価
値
創
造
力
」

を
全
体
テ
ー
マ
と
し
て
、
地
域
住
民
の
生
き
が

い
や
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
い
っ
た

「
地
域
独
自
の
価
値
を
創
造
す
る
力
」
に
重
点

を
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。

初
日
の
開
会
式
で
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

の
小
平
信
因
長
官
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
（
細
野
哲

弘
次
長
が
代
読
）
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
株
式

会
社
文
化
事
業
部
代
表
取
締
役
・
株
式
会
社
桝

一
市
村
酒
造
場
取
締
役
の
セ
ー
ラ
・
マ
リ
・
カ

ミ
ン
グ
ス
氏
が
「
地
域
価
値
を
見
い
だ
す
発
想

と
視
点
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、　
地
域
価

値
創
造
力
の
原
点
を　

「
地
域
固
有
の
資
源
や

地
場
産
業
を
新
し
い

視
点
で
見
直
し
、　
柔
軟

な
発
想
で
地
域
独
自

の
価
値
を
見
い
だ
す

こ
と
に
あ
る
」　
と
と
ら
え
、　
地
域
の
文
化
や
産
業

特
性
を
ふ
ま
え
た
地
域
ビ
ジ　
ョ　
ン
を
創
造
す
る

こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
ま
し
た
。　

二
日
目
は
、
三
カ
所
の
会
場
に
分
か
れ
て
地

域
振
興
事
業
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
検

討
会
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
講
師
に
よ

る
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

後
、
少
人
数
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
ゼ
ミ
形
式
の

分
科
会
を
多
数
実
施
。
各
地
域
に
お
け
る
成
功

事
例
の
発
表
や
質
疑
応
答
を
通
じ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ

以
降
参
照
）。

ま
た
、　
同
日
か
ら
翌
三
日
目
の
午
前
中
に
か

け
て
、　
地
元　
・　
女
川
町
を
取
り
上
げ
た　
「
観
光
振

興
ケ
ー
ス
メ
ソ　
ッ
ド
」　
も
開
催
し
ま
し
た
。　
ケ

ー
ス
メ
ソ　
ッ
ド
と
は
、　
参
加
者
と
講
師
と
の
双

方
向
的
な
議
論
を
重
ね
な
が
ら
問
題
解
決
を
図

る　
「
実
践
直
結
型
」　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。　
手
法
の

特
徴
は
①
講
義
を
行
わ
な
い
②
教
科
書
に
沿
わ

な
い
③
複
数
の
答
え
が
あ
り
得
る
、　
の
三
点
で
、　

複
雑
な
問
題
に
対
し
、　
論
理
的
で
創

造
的
な
実
行
計
画
を
作
り
出
す
力
を

養
い
ま
す
。　
今
回
の
テ
ー
マ
は　
「
顧

客
満
足　
（
C
S
）　
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

構
築
に
よ
る
女
川
町
の
観
光
振
興
」。　

地
域
の
集
客
力
向
上
に
向
け
た
提
案

を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
構
築
す
る
た

め
、　
参
加
者
に
よ
る
自
主
的
な
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
進
め
ら
れ
、　
三

日
目
に
は
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
と
講

師
か
ら
の
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

（
財
）　電
源
地
域
振
興
セ　
ン
タ
ー　
で
は　
、　

今
後
と
も
、　
皆
様
が
ご
自
分
の
ま
ち　
の
地
域
振

興
を
考
え
、　
実
践
力
を
高
め　
て　
い
く
機
会
と
し　

て
、　
ま
た
志
を
同
じ
く
す
る
方
々
の
貴
重
な
交

流
の
場
と
し　
て
、　
エ　
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
を
ご
活

用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま　
い
り
ま
す　
。　

女
川
町　
の　
観
光
振
興　
を　
テ　
ー　
マ　
に　

ケ　
ー　
ス　
メ　
ソ　
ッ　
ド　
を　
開
催

「　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
プ　
ラ　
ザ　
2  
0  
0  
4  

宮
城　
・　
女お

な

川が

わ

町　
」　
を　
開
催

地
域
価
値
創
造
力

地
域
独
自　
の　
価
値　
を　
創
造　
す　
る　
力　
に　
重
点　
を　

置　
い　
た　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　

地域のひろば●22

「
違　
い　
」　を　
見　
つ　
め　
直　
す　
こ　
と　
で　

地
域
ブ　
ラ　
ン　
ド　
の　
創
造　
を　

講師：（株）水土舎　代表取締役　乾政秀
長崎県 松浦市

『旬
と き

あじ・旬
と き

さば』ブランドの展開

分科会I I／海洋資源を活用した
高付加価値商品開発ゼミ

上
野
佳
恵

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
有
）　イ　
ン　
フ　
ォ　
ナ
ビ

代
表

事例発表

講師：（株）ツーリズム・マーケティング研究所

主席研究員 松井一郎

秋田県 峰浜村

かやぶき民家集落《手這坂
て は い ざ か

》

分科会I I I／ソフト資源を活用した
まちづくりゼミ

事例発表

講師：（有）インフォナビ 代表　上野佳恵
高知県 馬路村

ゆずの市場開拓から地域づくりへ
～ゆずを売り村を売る

山村マーケティングの新手法～

分科会I／地域ブランド開発セミナー

事例発表1

静岡県 富士宮市

やきそばによる“まちおこし”で、
全国ブランドに成長した
富士宮やきそば

事例発表2
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25●地域のひろば

平
成
十
七
年
二
月
三
日　
（
木
）　
〜
二
月
七

日　
（
月
）　
の
五
日
間
、　
北
海
道
札
幌
市
の
丸

井
今
井
札
幌
本
店
大
通
館
　
九
階
催
事
場

で
、　（
財
）　
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
が
主

催
、　
経
済
産
業
省
、　
北
海
道
経
済
産
業
局
か

ら
ご
後
援
を
い
た
だ
き　
「
電
気
の
ふ
る
さ
と

じ
ま
ん
市
札
幌
」　
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
物
産
展
は
、　
電
源
地
域
市
町
村
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
創
意
工
夫
に
よ　
っ　
て
生

み
出
さ
れ
た
特
産
品
の
販
路
拡
大
や
交
流

活
動
を
目
的
に
毎
年
一
度
、　
各
地
の
主
要

都
市
を
選
定
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、　

今
回
が
十
二
回
目
に
な
り
ま
す
。　
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
電
源
地
域

市
町
村
が
出
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「電気のふるさとじまん市 札幌」開催のお知らせ

強
く
、
豊
か
で
、
魅
力
あ
る
地
域
を
作
り
出

す
に
は
、
市
町
村
の
枠
組
み
を
超
え
、
民
間
企

業
や
地
域
住
民
も
含
め
た
地
域
経
済
全
体
を
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
単
に
経
済

だ
け
を
伸
ば
す
の
で
は

な
く
、
地
域
全
体
の
循

環
を
考
え
て
、
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
持
続
可
能

性
を
探
る
こ
と
が
重
要

な
の
で
す
。

地
方
分
権
の
時
代
に

は
、
ま
ず
確
実
に
ユ
ー

ザ
ー
が
い
る
分
野
に
焦

点
を
当
て
、
そ
こ
か
ら

地
域
レ
ベ
ル
、
全
国
レ
ベ
ル
へ
と
広
げ
て
ゆ
く

発
想
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
市
町
村
合
併
を

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
や
医
療
福
祉
・
介
護
な
ど
、
地
域
ニ
ー
ズ

を
き
め
細
か
く
く
み
上
げ
る
こ
と
で
、
可
能
性

が
広
が
り
ま
す
。

一
方
、　
最
近
で
は
観
光
振
興　
へ　
の
期
待
が
高

ま　
っ　
て
い
ま
す
が
、　
大
切
な
こ
と
は
、　
地
域
の
将

来
像
に　
「
観
光
」　
が
入　
っ　
て
い
る
か
ど
う
か
で
す　
。　

そ
し
て
、　
観
光
の
前
段
階
に
は
し　
っ　
か
り
し
た

地
域
づ
く
り
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す　
べ　
き
で
す　
。　

こ
の
検
討
会
で
は
、
新
し
い
時
代
の
地
域
産

業
振
興
に
つ
い
て
、
自
立
・
内
発
型
の
視
点
で

議
論
を
深
め
ま
し
た
。

前回の会場の様子

地
域
産
業
振
興
検
討
会

三
位
一
体
改
革
が
進
み
、
補
助
金
の
是
非
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。「
地
域
の
豊
か
さ
は
地
域

が
自
ら
選
択
・
決
定
し
、
結
果
に
責
任
を
負

う
」
と
い
う
、
地
方
分
権
時
代
の
地
域
経
営
に

は
、
従
来
と
は
違
う
新
し
い
補
助
金
の
活
用
方

法
が
あ
る
は
ず
で
す
。

大
切
な
の
は
「
は
じ
め
に
活
動
意
欲
あ
り
き
」

の
考
え
方
で
す
。
地
域
資
源
を
発
見
・
活
用

し
、
独
自
の
活
動
を
行
う
た
め
に
、
と
も
か
く

動
い
て
み
る
こ
と
で
す
。
有
効
な
支
援
制
度
を

探
し
、
な
け
れ
ば
他
の
支
援
制
度
の
変
形
や
組

み
合
わ
せ
を
考
え
る
。
そ
れ
も
だ
め
な
ら
、
新

た
な
支
援
制
度
を
自
ら
提
案
す
る
。
住
民
と
行

政
と
の
協
働
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

地
域
振
興
制
度

の
原
点
は
、
住
民

の
活
動
支
援
で

す
。
補
助
金
な
ど

の
経
済
支
援
だ
け

で
な
く
、
法
的
手

続
や
事
務
手
続
で

の
支
援
が
有
効
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。
構
造
改
革
に
お
け
る
特
区

制
度
も
、
新
し
い
支
援
制
度
の
一
つ
で
す
。

こ
の
検
討
会
で
は
、
行
政
が
「
支
援
制
度
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
な
っ
て
地
域
独
自
の
元
気

な
活
動
を
支
え
る
、
新
し
い
形
の
地
域
振
興
制

度
の
活
用
を
考
え
ま
し
た
。

地
域
振
興
制
度
活
用
検
討
会

地
方
分
権
時
代
の

魅
力
あ
る
地
域
作
り
に
向
け
て

行
政　
は　
、　
地
域　
の　
活
動　
を　
支　
え　
る　

支
援
制
度　
の　
ア　
ド　
バ　
イ　
ザ　
ー　

岸
田
拓
士

●
コ　
ー
デ　
ィ　
ネ
ー
タ
ー

（
株
）　日
本
総
合
研
究
所

上
席
主
任
研
究
員

志
賀
秀
一

●
コ　
ー
デ　
ィ　
ネ
ー
タ
ー

（
株
）　東
北
地
域
環
境
研
究
室

代
表

講師：（株）イ・プロス 代表取締役会長

安田孝雄
島根県 浜田市

新たな人材活用による漁村の再生

分科会I I／新しい手法の人材活用ゼミ

事例発表

講師：（財）北海道科学技術総合振興センター

研究開発部　部長　山中芳朗

青森県 稲垣村

稲わらルネッサンス
～稲わらの現代的再生で地域を活性化～

分科会I I I／知的財産活用ゼミ

事例発表

講師：（株）日本総合研究所　上席主任研究員

岸田拓士

秋田県 藤里町

公と民の強さを備えた第三セクター
づくりで地域貢献をめざす

分科会I／補助金等資金の有効活用セミナー

事例発表1

福岡県 福岡市

高齢者満足度を追求し、
商店街再生と地域活性化を推進

事例発表2

講師：経営デザイン研究所　代表　川村志厚
岩手県 葛巻町

定年なし生涯現役の
『森のそば屋』と『みち草の驛』

分科会I I／少子高齢化時代における
地域活性化ゼミ

事例発表

講師：クラブノアグループ 代表　松田猛司
徳島県 牟岐町

民間事業者と漁協の協働による
地域づくり事業

分科会I I I／漁業と観光の一体化による
地域振興ゼミ

事例発表

女川町をケースとする観光振興
ケースメソッド

講師：（株）東北地域環境研究室　代表

志賀秀一

秋田県 横手市・田沢湖町

第三セクター経営再生と
地域エネルギー

分科会I／観光商品開発セミナー

事例発表1

新潟県 村上市
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（本冊子は再生紙を使用しています）
発電所のある風景

「信濃川水力発電所」
（新潟県 中魚沼郡津南町）

●特集　電源地域のサクセスストーリー

新規就農革新
受け入れ機関の一元化で素人就農を支援
新潟県 津南町「津南式新規就農者支援制度」

●FOCUS 政策・制度

棚田オーナー制度
日本の原風景「棚田」を守る地方と都市の交流活動
千葉県 鴨川市「大山千枚田オーナー制度」
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読者の皆様からのご意見・ご感想を反映したいと思います
アンケートにご協力をお願いします

本誌の取材にご協力いただき、ありがとうございました


